


巻 頭 言

岐阜大学保健管理センター年報第37号をお届けします。本学の保健管理センターは、昭和49年（1974
年）4月の設置ですから38年を経過しました。開設当初はプレハブの仮設建物だったそうですが、その
後、大学の統合・移転、附属病院の新設統合、国立大学法人化と、岐阜大学の歴史とともに歩んでき
ました。大学の変革とともに、保健管理センターの役割も時代のニーズに即応すべく、変遷・拡大を
とげてきました。
結核が若い大学生の将来を奪う病であった時代、その早期発見・早期治療が大学の健康診断の第一
の使命でありました。現在は、過食と運動不足による肥満と脂肪肝をかかえて入学してきた受験太り
の学生に警鐘を促し、生活改善を指導するための健康診断を提供する時代を迎えています。また、か
つての保健管理センターの精神科医の役割も、総合失調症をはじめとする精神疾患の好発年齢が大学
生の年代であるため、その早期発見と早期治療を促すことが主たる使命でした。現在は、若者特有の
悩みや、うつ、発達障害、睡眠障害、各種神経症など多くの学生のニーズに対応・支援する使命に追
われる毎日です。かつて、我が国の高等教育進学率は 2割未満でしたが、現在は 5割以上へと大きく
増加しています。つまり、大学は、日本の経済を世界トップレベルに成長させる数少ないエリートを
養成する役割から、国民の多くに高等教育を受ける権利と機会を提供する役割に、大きく変遷してき
たと言えましょう。今日の大学は、留学生、社会人、障害をもった学生など、多様性に富んだ学生が
高等教育の恩恵を享受する場であります。その多様な人材が秘めたる能力を十二分に発揮できるよう
にする支援体制と実績が大学には求められていると言っても過言ではありません。
大学の教育・研究の支援施設である保健管理センターは、大学生を取り巻く、身体的、精神的諸問
題を正しくとらえ、最適な健康科学教育と健康支援を提供しつづける役割があることを、我々はもち
ろん、大学も認識すべきと強く感じます。

さて、私は平成24年 4 月 1 日に、保健管理センター長を拝命しました。この組織の将来を考えるに
は、まず、歴史を正しく認識すべきと、過去の本センターの年報を見直してみました。本センターの
佐渡忠洋助教が、過去の年報を第1号から電子化し、アーカイブとしてHPに保存してくれたおかげで、
今回、私の歴史学習は可能になりました。
昭和53年当時所長であった三浦清岐阜大学名誉教授は、『集団検診で発見された何らかの異常が、単
に統計にとどまってはいけないのであって、それが個人個人の健康管理と治療にも反映されねばなら
ない。また受診者個人個人について、年代を追ったデーターの集積が、その個人個人に将来起こるか
も知れない疾患の予防や治療に応用され、反映される素となる様、そんな息の長い仕事も保健管理セ
ンターの重要な仕事の一つでなければならない』と述べておられます。大学の保健管理業務の本質は
何であるかが、この短文の中に示されており、日常業務に流されがちな我々に警鐘を促してくれてい
ます。三浦先生は、『内科系教授としてセンター長をひきうけたからには、本学の保健管理はいかにあ
るべきかを検討することが自分の役割である』と強い使命感のもと「保健管理委員会専門委員会」を
学内に立ち上げ、10回にわたる審議を重ねられました。その答申により全学的な理解と協力を得、そ
れまでの『教官 1名、保健婦 1名』のみの配置に『教官（専任助手）2名の補充配置と、技術職員（看
護婦）4名の配置換え、さらには非常勤学校医・学生相談室員の整備』が全学的に措置されたそうで
す。「学生のために本当に必要な事は何か」という視点で、原理原則にのっとった議論を重ね、大学全
体を動かしてしまった粘り強さは、昭和ひとケタ生まれで東北人である三浦先生のお人柄がしのばれ
ますが、このような先人の献身的努力により、本センターの基礎がつくられたと思うと、深い感動と



尊敬の念をおぼえずにはいられません。最近は『業務の効率化』という決まり文句のもとに、業務内
容と無関係に、人員削減こそが至上目標になっている学内の風潮がありますが、猛省すべきと考えま
す。
昭和49年の開設時から教授に就任なさった田中實先生は、平成 4年のセンター所長就任当時、次の
ような事を述べておられます。『往々にして私達は、センターへ来所する特定一部の学生への治療的な
かかわりに追われ、一般学生・全学生を対象とした健康の増進といったかかわり、すなわち健康教育
は、治療的なかかわりと比べて不十分ではないだろうか、検診センターやミニ診療所といった域から
未だ完全に脱しきれていないのではないだろうかと反省しています。私達は一般医療機関ではなく、大
学という教育の場で健康管理に従事しているのですから、学生に接する際には、健康教育・保健指導
を常に念頭において接する教育的配慮が必要であると思います』と。先生は、平成 3年岐阜大学が代
表校をつとめた大学精神衛生研究会のシンポジウム（テーマ：学生の精神健康増進のためにできるこ
と）を担当され、保健管理センターが持つ保健教育活動の重要性を痛感されていたとのことです。先
生は晩年、病気療養をしておられましたが、お亡くなりになる半年ぐらい前に我々のセンターを訪れ
てくださいました。それは、突然の出来事でしたが、『立派になった』『明るくきれいになった』『栄養
指導もしているのか』と褒めてくださいました。まるで、何かを確かめるかのようでした。私は、思
わず『学生時代、先生の精神科の講義とポリクリレクチャーを受けました』と申し上げました。『僕は
ね、たいした事はできなかったけれども、ひとりひとりの学生には、本当にね、一生懸命、力を尽く
したつもり。頑張ったんだよ。皆さんも、頑張ってくださいね』と言って手を振って去っていかれま
した。後日、医学部学生のために献体なさったと伺いました。最後まで、大学生のために尽くされた
お仕事ぶりで、同じ大学人として心より尊敬する次第です。
田中先生の後を継いで平成 7年にセンター所長に就任された安田圭吾名誉教授は、『保健管理活動に
加えて、在学期間だけでなく卒業後も彼等の健康に資する保健教育の必要性』に注目し、『センターに
訪れた学生を対象とした教育、各種集会における講演を中心とした教育、パンフレットなどを利用し
た広報活動など』の展開を積極的にすすめられました。禁煙教育のための環境作りでは先進的な取り
組みをしている本学ですが、禁煙推進のための講演会を初めて企画開催なさったのも安田先生でした。
安田先生は、『近年の人口動態の変化や老齢化の進行につれ、疾病構造も著しく変化し、慢性疾患が増
加するとともに予防医学とくにライフスタイルの改善を含めた、疾病の一次予防、健康管理の重要性
が、医療関係者にも認識されつつあります』『保健管理センターでは、学生・職員の救急処置のような
医療活動とともに、健康診断とそのアフタケア、健康相談、卒業後社会人となってからも役に立つ健
康管理教育など、学生・職員の健康の維持、増進を主たる業務とし、すでに20年前から取り組んでき
ました』と述べ、将来、保健管理センターの任務に対する期待が一層増すであろうことをすでに20年
も前に予測しておられたわけです。センター長として、社会の医療ニーズと大学生の健康支援教育の
あり方を深く思索されておられたことに、本当に深い感銘を受けます。

このような素晴らしい先達がいたからこそ、今日の我々の保健管理センターがあります。益々の発
展をめざし、次世代へ引き継がなくてはいけないと肝に銘じているところです。今後も、多くの皆様
のご理解とご協力をいただきながら、学生の将来のために力を尽くしていきたいと思います。
皆様の御理解・御支援をお願い申し上げ、巻頭言といたします。

平成25年 9 月 1 日

岐阜大学保健管理センター長　　山　本　眞由美
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Ⅰ　平成24年度　学生の健康管理状況の報告
1 ．平成24年度　学生の健康管理事業計画

区 分 対 象 者 実施時期 検 査 項 目 な ど
健
康
調
査（
Ｕ
Ｐ
Ｉ
）

新 入 生 の 健 康 調 査
（University	Personality	Inventry：UPI）

学部新入生・編入生 4月 Webによる健康調査（UPI）スクリーニング
高得点者 5～ 7月 学生相談室員、精神科医等による個人面接

在 学 生 の 健 康 調 査
（University	Personality	Inventry：UPI）

学部新 3年生 H23年 1 ～ 3 月 Webによる健康調査（UPI）スクリーニング
高得点者 3～ 7月 学生相談室員、精神科医等による個人面接

定

期

健

康

診

断

定 期 健 康 診 断 学部、大学院、
研究生

在学生：
H24年 2 /9、13、
14、15、16、20、
21、22、23　 3 / 9
（H24年度定期健
康診断として実施）

問診、内科診察、胸部X線撮影、身体計測、
視力測定、血圧測定、尿検査（蛋白・糖）、
歯科健康診断

新入生・編入生：
4 / 3 、4 、5 、6

問診、内科診察、胸部X線撮影、身体計測、
視力測定、血圧測定、尿検査（蛋白・糖）、
心電図検査、血液検査

定期健康
診 断
事後措置

肥 満
BMI	30以上 在学生 3～ 5月

新入生 4～ 5月
体重再測定、医師による指導および専門医
紹介、保健指導、栄養指導

BMI	25以上 在学生 3～ 7月
新入生 4～ 7月 体重再測定、保健指導、栄養指導

や せ BMI	16.0以下 在学生 3～ 7月
新入生 4～ 7月

保健指導、栄養指導、医師面接、および専
門医紹介

胸 部
レ ン ト ゲ ン 有所見者 在学生 3～ 6月

新入生 4～ 6月
学校医による結果説明後、医療機関での精
査紹介

血 圧 最高血圧　140以上
最低血圧　 90以上

在学生 3月～ 5月
新入生 4月～ 5月 血圧再測定、保健指導（必要時、医師面接）

視 力 0.6以下 在学生 3月～ 5月
新入生 4月～ 5月 視力再検査（必要時、眼科受診・視力矯正勧奨）

内 科 診 察 有所見者 在学生 4月～6月
新入生 4月～6月

学校医による結果説明（必要時、医療機関
へ紹介）

尿 検 査 糖（±）蛋白（＋）以上 在学生3月～ 5月
新入生 4月～ 5月

尿再検査（必要時、学校医につなぎ医療機
関へ紹介）

心 電 図 有所見者 新入生 5～ 6月 学校医による結果説明後、医療機関での精
査紹介

血 液 検 査 有所見者 新入生 5～ 6月
学校医による結果説明（必要時、受診紹介）、
保健指導、栄養指導、希望者には運動サポー
ト紹介

既往歴・現病歴 在学生3月～6月
新入生5月～6月 治療状況の確認（必要時、学校医の面談）

そ
の
他
健
康
診
断

特 殊 健 康 診 断 該当者 4月、10月 問診、診察、血液検査、尿検査など

特殊健康診断事後措置 有所見者 6月、11月 学校医による問診、診察、実験・研究環境
などの確認と指導、担当教官への助言

非 正 規 生 健 康 診 断 該当者 4月、10月 問診、内科診察、胸部X線撮影、身体計測、
視力測定、血圧測定、尿検査（蛋白・糖）、

非正規生健康診断事後措置 有所見者、留学生全員 6月、12月 学校医による結果説明、保健指導
臨 時 健 康 診 断 伝染病が発生した時など、必要に応じて行なう

健
康

教
育 健 康 教 育（ 集 団 指 導 ）学生・教職員 前期、後期 健康科学（禁煙、予防接種、エイズ、AED

の使い方など含む）に関する講習会・講義

そ

の

他

入 試 救 護 該当者 センター入試、
前後期入試 入試時の応急処置、受験環境整備助言

国家資格免許申請のための医療面接 医学科、獣医学科 3月 問診、精神科医面接

応 急 処 置 学生、教職員、
本学来訪者 通　年 診察、処置、投薬、検査等

メ ン タ ル ヘ ル ス 相 談 学生、教職員 通　年 精神科医、臨床心理士、カウンセラーによ
る相談

保 健 指 導（ 個 別 ）学生 通　年 医師、保健師、看護師、管理栄養士による
保健指導

禁 煙 支 援（ 個 別 ）学生 通　年 内科診察（院外処方箋発行）と保健指導
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2 ．定期健康診断
1 ）受診率の年次推移

学年別推移（学部生）	 （単位　％）

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

1　　　年 90.7 92.4 93.9 82.6 98.8 98.5 98 98.7 99.3 98.2 98.5 99.0

2 　　　年 84.5 78.6 83.1 86 79.1 82.9 85.3 79.2 88.2 79.1 82.1 81.0

3 　　　年 85.1 89.4 86.1 88.1 86 73.8 76.6 82.1 87.5 83.1 79.9 84.1

4 　　　年 82.4 82.7 83.2 80.4 83.5 81.3 80.2 79.3 84.8 85.9 87.6 82.2

5 　　　年 94.6 84.6 71.6 73.5 78.6 54.1 78.1 81.3 88.3 70.5 93.2 60.8

6 　　　年 99 92.2 100 87.7 92.1 91.1 92.8 91.6 97.3 97.5 94.7 99.0

学 部 全 体 85.9 85.7 86 85.7 86.7 83.5 84.7 84.6 89.9 86.5 87.3 86.1

学部別推移	 （単位　％）

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

教 育 学 部 94.5	 95.9	 94.2	 91.7	 95.7	 94.4	 93.7	 95.6	 96.9	 95.3	 95.2 95.1

地 域 科 学 部 87.9	 89.9	 85.7	 86.8	 90.9	 92.0	 89.1	 88.9	 92.5	 92.3	 89.7 92.8

医学部（医学科） 87.1	 88.7	
91.4 88.0 84.4	 78.7	 80.1	 79.3	 83.8	 78.2	 90.1 85.3

医学部（看護学科） 95.7	 85.5	

工 学 部（ 昼 間 ） 82.2	 82.1	 82.9	 82.6	 84.3	 76.8	 81.5	 80.3	 88.5	 83.3	 83.3 81.8

工 学 部（ 夜 間 ） 74.0	 67.1	 64.7	 60.9	 60.1	 57.0	 50.5	 51.5	 50.0	

応用生物科学部 87.7	 85.7	 85.9	 89.8	 87.0	 91.9	 87.8	 88.0	 91.0	 90.8	 84.4 84.0

学 部 全 体 85.9	 85.7	 86.0	 85.7	 86.7	 83.5	 84.7	 84.6	 89.9	 86.5	 87.3 86.1

※応用生物学部については平成15年度までのデータは農学部である。
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2 ）平成24年度定期健康診断実施状況

定期健康診断は、本学に在籍する正規学生（7,098名）を対象に実施した。在学生は 2月 9日～ 3

月 9日、24年度新入生は 4月 3日～ 4月 6日（ 4月 7日が入学式）の期間、延べ14日間で実施した。

受診者数は学部生4,893名、大学院生1,141名の計6,034名であった。学部新入生の受診率は99.0％と高

いレベルであった。
在籍者数
（人）

休学中
（人）

対象数
（a）（人）

受診数
（b）（人）

受診率
（b）/（a）

学

部

教 育 学 部 1,082	 15	 1,067	 1,015	 95.1%

地 域 科 学 部 469	 9	 460	 427	 92.8%

医 学 部 915	 6	 909	 775	 85.3%

工 学 部 （ 昼 ） 2,403	 36	 2,367	 1,936	 81.8%

工 学 部 （ 夜 ） 2	 1	 1	 0	 0.0%

応 用 生 物 科 学 部 889	 8	 881	 740	 84.0%

計 5,760	 75	 5,685	 4,893	 86.1%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 147	 7	 140	 110	 78.6%

地 域 科 学 研 究 科 53	 6	 47	 34	 72.3%

医 学 系 研 究 科 Ｍ 20	 0	 20	 19	 95.0%

医 学 系 研 究 科 Ｄ 17	 6	 11	 7	 63.6%

医 学 系 研 究 科 185	 46	 139	 35	 25.2%

医学系研究科（看護学） 28	 4	 24	 9	 37.5%

医 学 研 究 科 3	 0	 3	 0	 0.0%

工 学 研 究 科 Ｍ 651	 5	 646	 613	 94.9%

工 学 研 究 科 Ｄ 89	 5	 100	 53	 53.0%

応用生物科学研究科 205	 3	 202	 183	 90.6%

連 合 農 学 研 究 科 77	 10	 67	 47	 70.1%

連 合 獣 医 学 研 究 科 46	 2	 44	 24	 54.5%

連合創薬医療情報研究科 21	 3	 18	 7	 38.9%

計 1,542	 97	 1,461	 1,141	 78.1%

総 計 7,302	 172	 7,146	 6,034	 84.4%

対象数
（a）（人）

受診数
（ｂ）（人）

受診率
（b）/（a）

学

部

1 年 1,298 1,285 99.0%

2 年 1,303 1,055 81.0%

3 年 1,384 1,164 84.1%

4 年 1,477 1,214 82.2%

5 年 120 73 60.8%

6 年 103 102 99.0%

計 5,685 4,893 86.1%

※設定した健診期間に受診できなかった学生は、6月30日まで指定の健診機関での受診を可能にした。
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3 ）定期健康診断　有所見率と判定基準

検査項目 胸部X線
尿 検 査

血　圧 診　察 身体計測
蛋　白 尿　糖

再検基準 所見あり （＋）以上 （±）以上
最高血圧140以上
最低血圧 90以上
最高血圧 80未満

所見あり BMI
25以上

BMI
18.5未満

学　部 2.2% 1.3% 0.2% 1.7% 1.9% 8.4% 14.8%

大学院 2.4% 1.1% 0.4% 2.6% 1.5% 13.5% 11.7%

計 2.3% 1.3% 0.3% 1.9% 1.8% 9.4% 14.2%

健診結果の判定について（参考）

判定 意　　　味 項　　目 事後措置

Ａ 異常ありません 全項目 1年後の健診まで措置なし

B 基準値から外れていますが、心配
のない範囲です

身体計測、胸部Ｘ線、
心電図

1年後の健診まで措置なし
（所見についての質問などに応じる）

Ｃ

再検査が必要です 体重、血圧、尿検査、
視力 保健管理センターにて再検査

あるいは、生活習慣の見直し、改
善が必要です（保健指導）

体重、肝機能、脂質、
尿酸 保健師・管理栄養士などによる保健指導

（医療機関での）再検査が必要です 胸部Ｘ線、心電図 保健管理センターにて医師から結果説明
（必要に応じ医療機関へ紹介）

Ｄ 2 詳しい検査が必要です
聴力、胸部Ｘ線、
心電図、診察、肝機能、
脂質、糖代謝、尿酸

保健管理センターにて医師から結果説明	
医療機関へ紹介

Ｄ 1 治療が必要です 胸部Ｘ線、心電図、
その他

保健管理センターにて医師から結果説明	
直ちに医療機関へ紹介
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4 ）胸部Ｘ線撮影

学部・大学院名
健康診断
受診者数
（人）

胸部Ｘ線
受診者数
（人）

受 診 率 異常なし
（人）

所見あり
（人） 有所見率

学

部

教 育 学 部 1,015 987 97.2% 959 28 2.8%

地 域 科 学 部 427 418 97.9% 409 9 2.2%

医 学 部 775 758 97.8% 742 16 2.1%

工 学 部 （ 昼 ） 1,936 1,903 98.3% 1,870 33 1.7%

応 用 生 物 科 学 部 740 719 97.2% 698 21 2.9%

学 部 計 4,893 4,785 97.8% 4,678 107 2.2%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 110 109 99.1% 108 1 0.9%

地 域 科 学 研 究 科 34 33 97.1% 32 1 3.0%

医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 19 100.0% 19 0 0.0%

医 学 系 研 究 科 Ｄ 7 7 100.0% 7 0 0.0%

医 学 系 研 究 科 35 32 91.4% 30 2 6.3%

医学系研究科（看護学） 9 9 100.0% 9 0 0.0%

工 学 研 究 科 Ｍ 613 599 97.7% 585 14 2.3%

工 学 研 究 科 Ｄ 53 51 96.2% 49 2 3.9%

応 用 生 物 科 学 研 究 科 183 177 96.7% 172 5 2.8%

連 合 農 学 研 究 科 47 46 97.9% 45 1 2.2%

連 合 獣 医 学 研 究 科 24 24 100.0% 24 0 0.0%

連合創薬医療情報研究科 7 5 71.4% 4 1 20.0%

大 学 院 計 1,141 1,111 97.4% 1,084 27 2.4%

総　　　　　計 6,034 5,896 97.7% 5,762 134 2.3%

所見の内訳

判　　　定 人数 所　　　　　　　見

Ｂ：支障なし（経過観察） 80名

脊椎後・側弯症（60名）、胸骨縦切開術後（ 5名）、右肋骨奇形・変形（ 4
名）、大動脈右側大動脈弓（ 4名）、右胸郭変形、右上肺野奇静脈葉、右肋
骨骨折・骨折後、鎖骨後・側湾症、心陰影右胸心、両側上肺野気胸術後、
両側肋骨奇形・変形

Ｃ：要再検査 42名

右肺尖ブラまたは嚢胞影（ 7名）、右肺尖硬化像（ 4名）、心陰影拡大（ 4
名）、両側肺尖ブラまたは嚢胞影（ 4名）、右胸膜癒着（ 3名）、右上肺野硬
化像（ 3名）、左上肺野硬化像（ 2名）、左肺尖ブラまたは嚢胞影（ 2名）、
左肺尖硬化像（ 2名）、両側肺尖硬化像（ 2名）、右下肺野限局性浸潤影、
右上肺野ブラまたは嚢胞影、右中肺野線状・索状影、左胸膜癒着、左肺門
部腫大、縦隔拡大、両側胸膜肥厚、両側中肺野炎症の治癒像、両側中肺野
線状・索状影

Ｄ 2：要精密検査 12名
右肺門部腫大（ 2名）、左肺門部腫大（ 2名）、縦隔腫瘤影（ 2名）、右下肺
野線状・索状影、右上肺野空洞性陰影、右中肺野限局性浸潤影、右肺門孤
立性結節影、右肺門腫瘤影、左上肺野孤立性結節影

＊　上記Ｃ、Ｄ 2判定の54名は、学校医による結果説明、問診、診察などを行い、必要な学生には医療機関での
精査を指示した。結核性リンパ節炎治療中の学生が 1名あった。
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5 ）尿検査

①　尿蛋白

学部・大学院名 受診者数
（人）

（－）
（人）

（＋）
（人）

（ 2＋）
（人）

（ 3＋）
（人）

有所見者数
（人） 有所見率

学

部

教 育 学 部 1,003 989 11 3 14 1.4%
地 域 科 学 部 423 418 4 1 5 1.2%
医 学 部 769 761 6 2 8 1.0%
工 学 部 （ 昼 ） 1,935 1,915 19 1 20 1.0%
応 用 生 物 科 学 部 737 720 15 2 17 2.3%
学 部 計 4,867 4,803 55 9 0 64 1.3%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 110 110 0 0.0%
地 域 科 学 研 究 科 34 34 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 19 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 Ｄ 7 7 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 35 34 1 1 2.9%
医学系研究科（看護学） 9 8 1 1 11.1%
工 学 研 究 科 Ｍ 612 605 6 1 7 1.1%
工 学 研 究 科 Ｄ 53 53 0 0.0%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 183 179 4 4 2.2%
連 合 農 学 研 究 科 47 47 0 0.0%
連 合 獣 医 学 研 究 科 24 24 0 0.0%
連合創薬医療情報研究科 7 7 0 0.0%
大 学 院 計 1,140 1,127 12 1 0 13 1.1%

総 計 6,007 5,930 67 10 0 77 1.3%

②　尿糖

学部・大学院名 受診者数
（人）

（－）
（人）

（＋）
（人）

（ 2＋）
（人）

（ 3＋）
（人）

有所見者数
（人） 有所見率

学

部

教 育 学 部 103 1003 0 0.0%
地 域 科 学 部 423 423 0 0.0%
医 学 部 769 766 1 2 3 0.4%
工 学 部 （ 昼 ） 1,935 1,929 5 1 6 0.0%
応 用 生 物 科 学 部 737 737 0 0.0%
学 部 計 3,967 4,858 6 3 0 9 0.2%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 110 110 0 0.0%
地 域 科 学 研 究 科 34 34 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 19 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 Ｄ 7 7 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 35 34 1 1 2.9%
医学系研究科（看護学） 9 9 0 0.0%
工 学 研 究 科 Ｍ 612 610 1 1 2 0.3%
工 学 研 究 科 Ｄ 53 53 0 0.0%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 183 182 1 1 0.5%
連 合 農 学 研 究 科 47 47 0 0.0%
連 合 獣 医 学 研 究 科 24 24 0 0.0%
連合創薬医療情報研究科 7 7 0 0.0%
大 学 院 計 1,140 1,136 1 3 0 4 0.4%

総 計 5,107 5,994 7 6 0 13 0.3%

尿検査は事前に採尿キットを配布して検査した。

尿蛋白はスクリーニング基準を（＋）以上とし、有所見者は77名（1.3%）であった。

うち、IgA腎症治療中が 1名、化学療法による尿細管障害 1名、新たに発見された疾患はなかった。

尿糖はスクリーニング基準を（+）とし、有所見者は13名（0.3%）であった。

うち、妊娠中にて主治医管理下にのもの 1名あり、新たに発見された疾患は、耐糖能異常 1名であった。
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6 ）血圧測定

学部・大学院名 受診者数
（人）

最高血圧140mmHg以上
最低血圧90mmHg以上

（人）

最高血圧80mmHg未満
（人）

有所見者数
（人） 有所見率

学

部

教 育 学 部 1,015 15 1 16 1.6%

地 域 科 学 部 427 6 6 1.4%

医 学 部 775 9 1 10 1.3%

工 学 部 （ 昼 ） 1,936 49 49 2.5%

応用生物科学部（農学部含む） 740 3 3 0.4%

学 部 計 4,893 82 2 84 1.7%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 110 4 4 3.6%

地 域 科 学 研 究 科 34 0 0.0%

医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 1 1 5.3%

医 学 系 研 究 科 Ｄ 7 0 0.0%

医 学 系 研 究 科 35 0 0.0%

医学系研究科（看護学） 9 2 2 22.2%

工 学 研 究 科 Ｍ 613 17 17 2.8%

工 学 研 究 科 Ｄ 53 3 3 5.7%

応 用 生 物 科 学 研 究 科 183 2 2 1.1%

連 合 農 学 研 究 科 47 1 1 2.1%

連 合 獣 医 学 研 究 科 24 0 0.0%

連合創薬医療情報研究科 7 0 0.0%

大 学 院 計 1,141 30 0 30 2.6%

総 計 6,034 112 2 114 1.9%

有所見者は114名あり、保健管理センターでの再検査、家庭内血圧測定を実施した。高血圧治療中が 1

名あった。また、6名が、この健診をきっかけに医療機関で治療（経過観察を含む）開始となった。
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7 ）内科診察

学部・大学院名

受

診

者

数

所

見

な

し

所

見

あ

り

有

所

見

率

所見内容の内訳　（人）

結

膜

蒼

白

脈
拍
の
異
常

甲

状

腺

腫

心
音
の
異
常

呼
吸
音
の
異
常

皮
膚
の
異
常

運

動

障

害

口
腔
の
異
常

そ
の
他
の
所
見（人） （人） （人）

学

部

教 育 学 部 1,015 993 22 2.2% 1 8 7 5 1

地 域 科 学 部 427 417 10 2.3% 5 2 3

医 学 部 775 758 17 2.2% 1 2 11 3

工 学 部 （ 昼 ） 1,935 1,904 31 1.6% 2 4 6 1 17 1

工 学 部 （ 夜 ） 0 0.0%

応 用 生 物 科 学 部 740 728 12 1.6% 1 8 1 2

学 部 計 4,892 4,800 92 1.9% 2 5 36 16 1 30 0 0 2

大

学

院

教 育 学 研 究 科 110 109 3 2.7% 1 1 1

地 域 科 学 研 究 科 34 32 0 0.0%

医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 19 0 0.0%

医 学 系 研 究 科 Ｄ 7 7 0 0.0%

医 学 系 研 究 科 35 35 0 0.0%

医学系研究科（看護学） 9 9 0 0.0%

工 学 研 究 科 Ｍ 613 601 12 2.0% 1 1 1 5 2 1 1

工 学 研 究 科 Ｄ 52 52 0 0.0%

応 用 生 物 科 学 研 究 科 183 182 1 0.5% 1

連 合 農 学 研 究 科 47 47 0 0.0%

連 合 獣 医 学 研 究 科 22 21 1 4.5% 1

連合創薬医療情報研究科 7 7 0 0.0%

大 学 院 計 1,138 1,121 17 1.5% 1 1 4 5 0 3 1 1 1

総 計 6,030 5,921 109 1.8% 3 6 40 21 1 33 1 1 3

甲状腺腫を指摘された人の病名：

バセドウ病 3名、橋本病 3名、甲状腺腫瘤 1名、単純性甲状腺腫 1名、多発性囊胞性甲状腺腫 1名

…すでに医療管理下にあり

この健診をきっかけに病名がついたものは、甲状腺嚢胞 3名、橋本病 1名で、いずれも医療機関で

の管理となった。

心音の異常を指摘された人の病名：

心室中隔欠損症（手術後含む）5名、大動脈弁置換術後 1名、僧帽弁閉鎖不全症 1名、大血管転位症

術後 1名、…すでに医療管理下にあり

この健診をきっかけに病名がついたものは、ウェンケバッハ型Ⅱ度房室ブロック 1名で、医療機関

での管理となった。

皮膚の異常を指摘された人の病名：アトピー性皮膚炎30名…医療管理下にあり
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8 ）新入生・編入生対象の心電図検査

学 部 名 受診者数
（人）

異常なし
（人）

所見あり
（人） 有所見率

教 育 学 部 259 253 6 2.3%

地 域 科 学 部 117 117 0.0%

医 学 部 186 185 1 0.5%

工 学 部 （ 昼 ） 579 564 15 2.6%

応 用 生 物 科 学 部 211 208 3 1.4%

総 計 1,352 1,327 25 1.8%

所見あり25名の内訳
所 見 Ｃ　（人） Ｄ 2　（人） 計　（人）

Ⅰ度房室ブロック（0.22sec ≦ PQ） 1 1

Ⅱ度房室ブロック（ウェンケバッハ） 1 1

右胸心 1 1

完全右脚ブロック 8 8

散発性上室性期外収縮（ 2回未満） 2 2

散発性心室性期外収縮（ 2回未満） 7 7

著しい洞性頻脈（HR≧120） 1 1

著しい洞性頻脈（HR≧120）、異常Ｑ波 1 1

洞性徐脈（50＞ HR≧40） 0

洞性頻脈（120＞ HR≧100） 0

頻発性上室性期外収縮（ 2回以上） 1 1

頻発性心室性期外収縮（ 2回以上） 1 1

不完全右脚ブロック 0

補充収縮 1 1

計 21 4 25

心電図検査の有所見者（C、D 2判定）は25名（1.8%）であった。

保健管理センター医師から個別に結果説明を行い、必要な学生には医療機関での精密検査を促した。

その結果、心室性期外収縮で 1名、洞房ブロック＋接合部調律で 1名が主治医にて経過観察が必要と

なり、2名とも主治医管理下にあることを確認した。
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9 ）身体計測

①肥満（BMI	25以上）

性
別 学部・大学院名 受診者数

（人）
体格指数（BMI）（kg/㎡） 有所見者数

（人） 有所見率
25-29.9 30-34.9 35-39.9 40-

女

性

学

部

教 育 学 部 586 32 1 33 5.6%
地 域 科 学 部 255 13 3 16 6.3%
医 学 部 421 17 1 18 4.3%
工 学 部 （ 昼 ） 264 7 1 1 9 3.4%
応 用 生 物 科 学 部 440 16 16 3.6%
学 部 計 1,966 85 6 1 0 92 4.7%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 49 3 3 6.1%
地 域 科 学 研 究 科 24 2 1 3 12.5%
医 学 系 研 究 科 Ｍ 2 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 Ｄ 3 0 0.0%
医 学 系 研 究 科 7 0 0.0%
医学系研究科（看護学） 6 1 1 16.7%
工 学 研 究 科 Ｍ 74 6 1 7 9.5%
工 学 研 究 科 Ｄ 10 0 0.0%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 79 3 3 3.8%
連 合 農 学 研 究 科 19 2 2 10.5%
連 合 獣 医 学 研 究 科 9 1 1 2 22.2%
連合創薬医療情報研究科 2 0 0.0%
大 学 院 計 284 18 3 0 0 21 7.4%

女 性 計 2,250 103 9 1 0 113 5.0%

男

性

学

部

教 育 学 部 429 43 9 5 57 13.3%
地 域 科 学 部 172 18 3 1 22 12.8%
医 学 部 354 38 1 1 40 11.3%
工 学 部 （ 昼 ） 1,672 155 20 4 179 10.7%
応 用 生 物 科 学 部 300 19 3 22 7.3%
学 部 計 2,927 273 36 11 0 320 10.9%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 61 11 2 13 21.3%
地 域 科 学 研 究 科 10 2 2 4 40.0%
医 学 系 研 究 科 Ｍ 17 1 1 5.9%
医 学 系 研 究 科 Ｄ 4 1 1 25.0%
医 学 系 研 究 科 28 3 1 4 14.3%
医学系研究科（看護学） 3 1 2 3 100.0%
工 学 研 究 科 Ｍ 539 62 12 1 75 13.9%
工 学 研 究 科 Ｄ 43 8 3 1 12 27.9%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 104 9 1 1 11 10.6%
連 合 農 学 研 究 科 28 6 6 21.4%
連 合 獣 医 学 研 究 科 15 1 1 2 13.3%
連合創薬医療情報研究科 5 1 1 20.0%
大 学 院 計 857 103 24 6 0 133 15.5%

男 性 計 3,784 376 60 17 0 453 12.0%
学 部 計 4,893 358 42 12 0 412 8.4%
大 学 院 計 1,141 121 27 6 0 154 13.5%
総 計 6,034 479 69 18 0 566 9.4%
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②やせ（BMI	18.5未満）

性
別 学部・大学院名 受診者数

（人）

体格指数（BMI）（kg/㎡） 有所見者数
（BMI＜16.0）
（人）

有所見率
やせ頻度
（％）

（BMI＜18.5）
16.0～18.5
未満 16.0未満

女

性

学

部

教 育 学 部 586 80 3 3 0.5% 14.2%
地 域 科 学 部 255 48 3 3 1.2% 20.0%
医 学 部 421 71 3 3 0.7% 17.6%
工 学 部 （ 昼 ） 264 55 5 5 1.9% 22.7%
応 用 生 物 科 学 部 440 78 3 3 0.7% 18.4%
学 部 計 1,966 332 17 17 0.9% 17.8%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 49 7 0 0.0% 14.3%
地 域 科 学 研 究 科 24 6 0 0.0% 25.0%
医 学 系 研 究 科 Ｍ 2 0 0.0% 0.0%
医 学 系 研 究 科 Ｄ 3 0 0.0% 0.0%
医 学 系 研 究 科 7 3 0 0.0% 42.9%
医学系研究科（看護学） 6 0 0.0% 0.0%
工 学 研 究 科 Ｍ 74 12 0 0.0% 16.2%
工 学 研 究 科 Ｄ 10 0 0.0% 0.0%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 79 17 0 0.0% 21.5%
連 合 農 学 研 究 科 19 3 0 0.0% 15.8%
連 合 獣 医 学 研 究 科 9 0 0.0% 0.0%
連合創薬医療情報研究科 2 1 0 0.0% 50.0%
大 学 院 計 284 49 0 0 0.0% 17.3%

女 性 計 2,250 381 17 17 0.8% 17.7%

男

性

学

部

教 育 学 部 429 33 1 1 0.2% 7.9%
地 域 科 学 部 172 25 3 3 1.7% 16.3%
医 学 部 354 26 1 1 0.3% 7.6%
工 学 部 （ 昼 ） 1,672 238 10 10 0.6% 14.8%
応用生物科学部（農学部含む） 300 36 1 1 0.3% 12.3%
学 部 計 2,927 358 16 16 0.5% 12.8%

大

学

院

教 育 学 研 究 科 61 1 0 0.0% 1.6%
地 域 科 学 研 究 科 10 0 0.0% 0.0%
医 学 系 研 究 科 Ｍ 17 2 0 0.0% 11.8%
医 学 系 研 究 科 Ｄ 4 0 0.0% 0.0%
医 学 系 研 究 科 28 2 0 0.0% 7.1%
医学系研究科（看護学） 3 0 0.0% 0.0%
工 学 研 究 科 Ｍ 539 62 2 2 0.4% 11.9%
工 学 研 究 科 Ｄ 43 0 0.0% 0.0%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 104 14 0 0.0% 13.5%
連 合 農 学 研 究 科 28 1 0 0.0% 3.6%
連 合 獣 医 学 研 究 科 15 1 0 0.0% 6.7%
連合創薬医療情報研究科 5 0 0.0% 0.0%
大 学 院 計 857 83 2 2 0.2% 9.9%

男 性 計 3,784 441 18 18 0.5% 12.1%
学 部 計 4,893 690 33 33 0.7% 14.8%
大 学 院 計 1,141 132 2 2 0.2% 11.7%
総 計 6,034 822 35 35 0.6% 14.2%
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3 ．非正規生（研究生・聴講生）および後期入学大学院生の健康診断

4 月に前期入学非正規生の健康診断、10月に後期入学大学院生および非正規生の健康診断を実施した。

平成24年度前期受診状況
対象者数
（人）

受診者数
（人） 受診率

非正規生 44 32 72.7%

　うち留学生 26 26 100.0%

平成24年度前期有所見者数
判定 総合判定 身体計測 血圧 視力 尿検査 診察 胸部Ｘ線

A 17 23 32 28 31 31 30

B 2 4

C 10 5 4 1

D 2 3 1 2

計 32 32 32 32 32 32 32

平成24年度後期受診状況
対象者数
（人）

受診者数
（人） 受診率

大学院生 8 6 75.0%

　うち留学生 3 3 100.0%

非正規生 60 47 78.3%

　うち留学生 49 46 93.9%

有所見者数（大学院生）

判定 総合判定 身体計測 血圧 視力 尿検査 診察 胸部Ｘ線
血液検査

肝機能 脂質 糖代謝 尿酸

A 1 4 6 6 5 6 6 5 1 6 5

B

C 4 2 1 4 1

D 2 1 1 1

計 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

有所見者数（非正規性）
判定 総合判定 身体計測 血圧 視力 尿検査 診察 胸部Ｘ線

A 25 34 47 38 45 47 46

B 7 8

C 13 5 9 2

D 2 2 1

計 47 47 47 47 47 47 47
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4 ．特殊健康診断

目　　的	 学生の就学上の安全管理を図るため、労働安全衛生法に準じた健康診断を学生にも実施する。
	 X線・RI 取扱者は、放射線障害防止法による。

対 象 者	 平成24年度に有機溶剤、特定化学物質、電離放射線（RI・X線バッジ使用者）の取り扱
いをする学生（指導教員の登録申請による）

実施日時	 前期　　平成24年 4 月25日（水）　 9：00～11：30
	 　　　　平成24年 4 月26日（木）　 9：00～11：30　13：00～15：00
	 　　　　平成24年 4 月27日（金）　 9：00～11：30　13：00～15：00
	 後期　　平成24年10月24日（水）　 9：00～11：00
	 　　　　平成24年10月25日（木）　13：00～16：00

1 ）前期特殊健康診断

⑴　学部別登録者数と受診者数

学 部 名 登録者数
（人）

受診者数
（人）

未受診者数
（人） 受診率

教 育 学 部 22 15 7 68.2%
地 域 科 学 部 4 2 2 50.0%
医 学 部 1 1 0 100.0%
工 学 部 146 137 9 93.8%
応 用 生 物 科 学 部 89 85 4 95.5%
学 部 計 262 240 22 91.6%
教 育 学 研 究 科 7 7 0 100.0%
医 学 系 研 究 科 Ｍ 5 5 0 100.0%
医 学 系 研 究 科 Ｄ 4 3 1 75.0%
医 学 系 研 究 科 17 7 10 41.2%
工 学 研 究 科 Ｍ 186 174 12 93.5%
工 学 研 究 科 Ｄ 11 8 3 72.7%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 51 48 3 94.1%
連 合 農 学 研 究 科 7 7 0 100.0%
連 合 獣 医 学 研 究 科 19 15 4 78.9%
連合創薬医療情報研究科 3 3 0 100.0%
大 学 院 計 310 277 33 89.4%

総 計 572 517 55 90.4%

⑵　結果
有機溶剤取扱者 電離放射線取扱者 有機溶剤尿中代謝物測定対象者

判　　定 人数 判　　定 人数 判　　定 人数
管理　Ａ 445 管理　Ａ 241 分布 1 248
管理　B 1 7 分布 2 15

分布 3 2

特定化学物質取扱者：すべてA判定
物質名 人数（人） 物質名 人数（人） 物質名 人数（人）

アクリルアミド 123 弗化水素 36 塩化水素 144
塩素 15 ベンゼン 38 硝酸 85
カドミウム 2 マンガン 19 二酸化硫黄 0
クロム酸 2 沃化メチル 41 フエノール 88
シアン化カリウム 1 硫化水素 2 硫酸 52
重クロム酸 2 アンモニア 49 硫酸ジメチル 19
ニッケル化合物 1 一酸化炭素 18 その他 48
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2 ）後期特殊健康診断

⑴　学部別登録者数と受診者数

学 部 名 登録者数
（人）

受診者数
（人）

未受診者数
（人） 受診率

教 育 学 部 4 2 2 50.0%
地 域 科 学 部 1 1 0 100.0%
医 学 部 0 0 0 0.0%
工 学 部 21 21 0 100.0%
応 用 生 物 科 学 部 11 10 1 90.9%
学 部 計 37 34 3 91.9%
教 育 学 研 究 科
地 域 科 学 研 究 科
医 学 系 研 究 科 Ｍ
医 学 系 研 究 科 Ｄ
医 学 系 研 究 科 8 3 5 37.5%
医学系研究科（看護学）
工 学 研 究 科 Ｍ 22 19 3 86.4%
工 学 研 究 科 Ｄ 1 1 100.0%
応 用 生 物 科 学 研 究 科 4 4 0 100.0%
連 合 農 学 研 究 科
連 合 獣 医 学 研 究 科 1 1 0 100.0%
連合創薬医療情報研究科 1 1 0 100.0%
大 学 院 計 37 29 8 78.4%

総 計 74 63 11 85.1%

⑵　結果
有機溶剤取扱者 電離放射線取扱者

判　　定 人数 判　　定 人数
管理　Ａ 49 管理　Ａ 21

特定化学物質取扱者：すべてA判定
物質名 人数（人） 物質名 人数（人） 物質名 人数（人） 物質名 人数（人）

アクリルアミド 3 弗化水素 塩化水素 3 アンモニア 4
砒素 3 ベンゼン 10 硝酸 2 その他 48
カドミウム マンガン 二酸化硫黄 1
クロム酸 沃化メチル フエノール
シアン化カリウム 硫化水素 硫酸 1
重クロム酸 アンモニア 硫酸ジメチル
ニッケル化合物 一酸化炭素 ホルムアルデヒド 5

＜判定＞

管理区分
管 理 Ａ　 異常なし（自他覚症状及び異常所見はほとんど認められない）
管 理 Ｂ　 管理区分Ｃには該当しないが、当該業務による異常の疑いがある
　　　Ｂ① 要経過観察
　　　Ｂ② 要再検
　　　Ｂ③ 要精検
管 理 Ｃ　 要治療・就業禁止
管 理 Ｔ　 疾病の治療
管 理 Ｒ　 疾病の療養・就業制限

※有機溶剤健診での尿中代謝物分布は量が多いほど暴露量が多いことを示している。
　管理区分（Ａ、Ｂ、Ｃ）の後の数字（①、②、③）は分布区分を表す。
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5 ．国家資格免許申請のための医療面接
国家資格授与手続きのため精神科医師による診断の必要な学生に面接を行い、申請用の診断書を

発行した。

日　　時	 平成25年 3 月

場　　所	 保健管理センター

発行者数	 医学部　医学科　　　　　　64名

	 応用生物科学部　獣医学科　31名

6 ．各種行事における救護待機
平成24年度 入学式（平成24年 4 月 7 日）

対応なし

オープンキャンパス（平成24年 8 月 7 日～ 9 日）

平成24年 8 月 8 日

場　所 性別 時間 主　訴 応 急 措 置 内 容

キ ャ ン パ ス 内 女 10：30 右かかとの怪我 保健管理センターにて絆創
膏処置

平成24年 8 月 9 日

場　所 性別 時間 主　訴 応 急 措 置 内 容

キ ャ ン パ ス 内 女 10：00 靴ずれ 保健管理センターにて絆創
膏処置

第63回岐大祭（平成24年11月 1 日～11月 4 日）

平成24年11月 1 日

場　所 性別 時間 主　訴 応 急 措 置 内 容

グ ラ ウ ン ド 男 スポーツ大会で右足捻挫 湿布、包帯固定をし整形外
科受診を勧めた

グ ラ ウ ン ド 男 サッカーをしていて右手首捻
挫

湿布、包帯固定をし整形外
科受診を勧めた

平成24年11月 2 日

場　所 性別 時間 主　訴 応 急 措 置 内 容

キ ャ ン パ ス 内 男 フードプロセッサーで右第二
指切創 止血・ガーゼ保護
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平成25年度 大学入試センター試験（平成25年 1 月19、20日）

平成25年 1 月19日

試 験 場 性別 時間 主　訴 応 急 措 置 内 容
工 学 部 棟 女 12：20 転んで両膝擦過創 絆創膏処置
地 域 科 学 部 棟 女 14：00 悪心 胃薬の処方
全 学 共 通 教 育 棟 男 15：00 頭痛　気分が悪い 薬服薬　別室受験措置

斐 太 高 校 男 13：40 顔色不良 ベット休養後試験会場へ戻
る　

平成25年 1 月20日

試 験 場 性別 時間 主　訴 応 急 措 置 内 容

工 学 部 棟 男 14：15 試験中に倒れた 次の試験まで救護室で休み、
試験会場へ戻る

平成25年度 入学者選抜個別学力検査（前期日程 平成25年 2 月25、26日）

平成25年 2 月25日

試 験 場 性別 時間 主　訴 応 急 措 置 内 容
全 学 共 通 教 育 棟 女 12：30 下痢 別室受験措置
全 学 共 通 教 育 棟 女 12：30 悪心　腹痛 別室受験措置
看 護 学 部 棟 女 13：20 発熱　頭痛　腹痛　下痢　 薬を服薬し別室受験措置

平成25年度 入学者選抜個別学力検査（後期日程 平成25年 3 月12日）

試 験 場 性別 時間 主訴 処 置 ・ 経 過
看 護 学 部 棟 男 13：30 風邪をひいたため薬希望 総合感冒薬処方

平成24年度 学位記授与式（平成25年 3 月25日）

対応なし
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Ⅱ　平成24年度　年間主要業務報告
1 ．業務報告（学生にかかわる関係行事）
月 日 業　　務　　内　　容 その他行事および業務

通
年

一般診療、応急処置、医療機関受診勧奨
メンタルヘルス診療・学生相談
救急対応
健康啓発
環境管理、改善指導
臨床心理士相談
学生ラウンジ相談　（スクールカウンセラーによる）
健康相談
禁煙相談
歯科相談（月 1回）
栄養相談（週 1回）

4

7
3、4、5、6
9、10、11、12、13、
16、17、18、19、20
25、26、27

入学式救護
新入生定期健康診断
定期健康診断事後対応（血圧・尿・視力再検査）

前期特殊健康診断

5

8、9、10、14、15、16、
17、21、22、23
28、30、31
7、8、9、10、11、14、
15、16、17、18

定期健康診断事後対応（結果説明）

定期健康診断事後対応（血圧・尿・視力再検査）

6
7、14、21、28
4、5、7、11、12、19、
20、21、26

看護学生実習指導
定期健康診断事後（結果説明）

保健管理センター運営委員会（6/4）
FD薬物乱用防止セミナー（6/27）

7

保健管理担当岐阜地区研究会（7/7）
岐阜県大学保健管理研究会（7/7）
全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会
（7/25～7/27）

8 7、8、9 オープンキャンパス救護

9 保健管理担当岐阜地区研究会（9/13）

10 24、2524、25
後期特殊健康診断
後期入学大学院生・非正規生健康診断

11
1、2
14

岐大祭救護
後期入学大学院生・非正規生健康診断（結果説明）

全国大学保健管理研究会（11/17、18）
全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会保健
管理担当職東海地区研究会（11/30）

12 保健管理センター運営委員会（12/10）

1 19、20 平成25年度センター入試救護

2
4、5、6、7、13、14、
15、18、19
25、26

平成25年度在学生定期健康診断

平成25年度一般選抜入試（前期）救護

FD留学生への支援（2/21）

3

8
12
18
19、20、21、22、25、
26、27、28
21、26
25

平成25年度在学生定期健康診断
平成25年度一般選抜入試（後期）救護
獣医師免許申請用健康診断面接
平成25年度定期健康診断事後（血圧、尿、視力再検査）

医師免許申請用健康診断面接
学位記授与式救護

保健管理担当岐阜地区研究会（3/16）
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2 ．保健管理センター利用状況
1 ）診療、応急処置、相談（学生対象）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

診療・応
急 処 置

医 師 診 察 38 72 48 34 9 11 40 43 32 22 10 7 366
看 護 職 対 応 54 65 69 65 29 21 54 40 24 18 27 4 470

小 計 92 137 117 99 38 32 94 83 56 40 37 11 836
内　訳：呼 吸 器 24 51 24 24 4 7 25 30 13 18 7 3 230

頭 痛 4 4 10 4 2 3 5 2 3 3 0 0 40
胃 腸 7 11 8 3 0 0 4 8 8 2 4 0 55
外 傷 23 27 34 30 18 8 19 20 18 9 17 3 226
筋 ・ 骨 格 9 14 13 8 4 3 17 8 4 2 0 1 83
皮 膚 12 22 17 21 8 9 18 8 4 0 2 0 121

眼 3 3 4 3 0 0 1 0 0 1 2 0 17
耳 鼻 咽 喉 3 2 1 0 1 1 2 3 1 2 2 1 19
歯 科 口 腔 0 1 2 3 1 1 0 1 2 1 2 0 14
婦 人 科 5 1 4 2 0 0 3 3 3 1 0 0 22
そ の 他 7 5 3 8 3 2 8 2 1 5 1 3 48

歯科相談 0 2 1 0 0 0 0 1 3 1 1 0 9

その他健
康 相 談

医 師 対 応 0 3 3 4 1 6 3 5 2 0 0 0 27
看 護 職 対 応 32 22 23 3 14 7 25 10 8 8 7 1 160

小 計 32 25 26 7 15 13 28 15 10 8 7 1 187

2 ）健康診断事後措置と継続的健康サポート（学生対象）
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

結 果 説 明 61 165 122 15 3 0 2 11 0 1 2 13 395

再 検 査

体 重 44 47 30 46 25 6 4 9 1 4 4 21 241
血 圧 30 38 2 1 1 0 0 0 0 0 1 27 100

尿 29 31 1 0 2 0 1 2 0 0 0 35 101
視 力 68 174 10 0 2 0 1 8 1 1 1 27 293
そ の 他 28 26 11 1 2 0 3 2 1 1 0 7 82

保健指導

保 健 指 導 76 128 20 39 26 4 6 44 4 6 2 27 382
栄 養 指 導 7 21 21 18 2 1 1 2 2 1 2 1 79
禁　煙　支　援（新規） 4 0 1 0 1 0 2 1 0 0 0 1 10
　　　　　　　　	（継続） 5 3 2 2 4 0 1 2 0 0 0 1 20
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3 ．禁煙支援状況（平成24年度）
禁煙希望者には、保健師による禁煙相談を実施、診察医がニコチン補助剤を処方して支援を行った。

禁煙支援実績

区　分 実施者数
（人）

性　　別 初トライ or 再トライ 禁 煙 状 況 確 認

女
（人）

男
（人）

初トライ
（人）

再トライ
（人）

禁煙達成・
継続中
（人）

再喫煙
（人）

結果不明
（卒業・退学・
連絡取れず）
（人）

学　部
地域科学部 1 1 1 1
応用生物科学部 2 2 2 1 1
工学部 5 5 5 1 2 2

大学院 工学研究科Ｍ 2 2 2 1 1
学部生　　　　　　計 8 0 8 8 0 3 3 2
大学院生　　　　　計 2 0 2 2 0 1 1 0

総　　　計 10 0 10 10 0 4 4 2

延べ禁煙相談実施回数は28回。
禁煙達成者は 4名（10名中）であった。

〈参考〉
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喫煙率年次推移　　　Nは有効数で計算

喫煙率 学年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

学部生
男

1年 9.4% 9.1% 8.1% 7.0% 6.9% 6.1% 3.8% 3.3% 1.0% 1.0% 0.5% 1.0% 0.6% 0.5% 0.4%

2 年 16.5% 22.3% 16.5% 15.7% 11.8% 12.5% 10.5% 6.0% 5.8% 2.5% 4.0% 1.4% 1.6% 1.1% 1.5%

3 年 22.9% 27.9% 28.0% 24.5% 24.9% 20.9% 20.8% 17.3% 9.9% 13.0% 9.9% 8.5% 6.1% 8.1% 6.5%

4 年 31.9% 32.7% 34.4% 32.2% 28.3% 21.0% 22.6% 23.7% 18.1% 13.3% 15.1% 11.6% 13.0% 8.0% 10.2%

喫煙率 学年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

学部生
女

1年 1.2% 2.0% 0.0% 0.4% 0.8% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

2 年 2.5% 2.7% 2.0% 2.0% 0.9% 2.3% 1.5% 0.4% 1.0% 0.0% 0.2% 1.0% 0.2% 0.2% 0.0%

3 年 4.5% 4.3% 4.8% 3.8% 3.0% 4.0% 3.9% 2.0% 1.8% 1.0% 0.8% 1.0% 1.0% 1.3% 0.6%

4 年 4.8% 4.8% 4.9% 6.4% 5.3% 9.5% 3.4% 3.4% 3.6% 1.1% 1.2% 1.1% 1.2% 2.1% 1.0%

喫煙率 学年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

学部生
全体

（1－6年）

1年 5.8% 5.9% 4.8% 4.4% 4.3% 4.5% 2.2% 2.0% 0.6% 0.6% 0.3% 0.6% 0.4% 0.3% 0.3%

2 年 8.0% 13.6% 9.9% 9.7% 7.0% 8.0% 6.6% 3.5% 3.6% 1.4% 2.3% 1.2% 1.0% 0.7% 0.9%

3 年 14.1% 17.4% 18.4% 15.7% 15.8% 14.1% 13.5% 10.8% 6.0% 7.6% 5.8% 5.4% 4.0% 5.1% 4.0%

4 年 21.3% 22.7% 23.6% 23.6% 20.0% 17.0% 15.2% 15.6% 12.1% 8.2% 9.3% 7.3% 8.5% 5.6% 6.4%

5 年 17.2% 17.3% 18.5% 9.9% 8.2% 6.7% 7.4% 4.6% 10.3% 2.4% 1.1% 8.5% 1.3% 3.1% 6.8%

6 年 22.9% 31.6% 20.8% 15.4% 10.3% 6.9% 13.2% 7.5% 6.1% 8.8% 3.1% 2.8% 6.8% 2.8% 2.0%

学部全体 14.6% 15.6% 14.8% 13.7% 12.0% 10.8% 9.6% 8.0% 5.5% 4.4% 4.4% 3.8% 3.6% 2.9% 3.0%

	 （人）
喫煙人数 学年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

学部生
男

1年 42 54 58 51 49 44 27 27 8 8 4 8 5 4 3

2 年 35 116 90 101 68 75 64 37 34 16 22 9 9 7 9

3 年 81 164 201 175 184 146 143 124 54 75 64 60 40 49 44

4 年 166 271 291 292 240 168 178 206 130 96 108 91 104 62 73

1－4年計 324 605 640 619 541 433 412 394 226 195 198 168 158 122 129

喫煙人数 学年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

学部生
女

1年 4 10 0 2 4 11 0 0 0 0 0 0 0 0 1

2 年 8 11 9 10 4 11 7 2 5 0 1 5 1 1 0

3 年 15 20 24 20 16 19 20 10 9 5 4 5 5 6 3

4 年 16 22 24 29 25 43 17 18 18 6 6 6 6 11 5

1－4年計 43 63 57 61 49 84 44 30 32 11 11 16 12 18 9
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4 ．健康診断証明書発行ならびに救急鞄貸し出し状況
1 ）保健管理センター窓口における健康診断証明書年間発行枚数：505枚 / 年

（枚）
4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
201 82 55 27 16 13 24 8 13 5 18 43 505

2 ）キャンパス内の自動発行機による健康診断証明書年間発行枚数：3551枚 / 年
（枚）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
教 育 学 部 25 10 20 32 54 35 34 17 0 2 4 24 257
地 域 科 学 部 161 73 15 21 24 17 16 9 2 3 22 52 415
医 学 部 6 10 1 10 1 1 1 1 0 0 0 0 31
工 学 部 306 114 54 37 20 42 19 23 9 38 102 165 929
応 用 生 物 科 学 部 87 37 18 19 12 10 17 9 2 16 54 88 369
教 育 学 研 究 科 5 0 2 2 0 0 1 0 2 2 0 0 14
地 域 科 学 研 究 科 22 2 1 0 2 0 2 0 0 1 10 5 45
医 学 研 究 科 13 3 0 0 0 0 0 2 3 0 2 6 29
応 用 生 物 科 学 研 究 科 73 27 19 18 18 5 9 3 3 18 76 44 313
工 学 研 究 科 416 140 70 53 20 27 18 8 11 28 143 203 1,137
連 合 創 薬 医 療 情 報 研 究 科 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
連 合 獣 医 学 研 究 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
連 合 農 学 研 究 科 0 1 1 0 0 1 0 0 5 0 2 1 11

合 計 1,114 417 201 192 151 138 117 72 38 108 415 588 3,551

3 ）救急鞄の貸出状況：延べ110個 / 年
（回）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
申 請 件 数 3 6 4 7 13 4 7 6 6 3 5 3 97
貸 出 個 数 3 10 7 7 18 4 10 15 7 11 10 8 110
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5 ．平成24年度学生相談室利用状況
Ⅰ　学生相談室利用学生数

1 ．保健管理センター

学 部 生 大 学 院 生
計 延面接

回　数1年 2年 3年 4年 5年以上 1年 2年 2年以上

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

教 育 学 0 2 1 2 1 7 1 5 0 0 0 0 1 0 0 0 4 16 20 97

地 域 科 学 2 0 1 1 0 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 6 10 84

医 学 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 2 5 9

医 　 学 （ 看 ） 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 12

工 　 学 （ 昼 ） 5 0 4 4 9 1 11 0 0 0 6 1 7 1 4 0 46 7 53 222

工 　 学 （ 夜 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

応 用 生 物 科 学 3 1 1 3 2 3 3 10 1 1 2 2 3 0 1 0 16 20 36 118

計 11 6 8 10 13 13 16 19 1 1 8 3 11 2 5 0 73 54 127 542

2 ．保健管理センター教員以外の学生相談室員

学 部 生 大 学 院 生
計 延面接

回　数1年 2年 3年 4年 5年以上 1年 2年 2年以上

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

教 育 学 0 1 0 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 4 5 7

地 域 科 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医 　 学 （ 看 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

工 　 学 （ 昼 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

工 　 学 （ 夜 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

応 用 生 物 科 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 1 0 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 4 5 7

3 ．在籍学生数（平成25年 3月 1日時点）に対する利用合計数の比率（1000人あたりの利用学生数）

在籍者数（人） 利用学生数（人） 利用比率（1000人あたり）

合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女

教 育 学 1,078 463 615 26 7 19 24.1	 15.1	 30.9	

地 域 科 学 469 197 272 10 4 6 21.3	 20.3	 22.1	

医 学 586 449 137 5 3 2 8.5	 6.7	 14.6	

医　 学（ 看 ） 328 14 314 3 0 3 9.1	 0	 9.6	

工　 学（ 昼 ） 2,392 2,102 290 53 46 7 22.2	 21.9	 24.1	

工　 学（ 夜 ） 1 1 0 0 0 0 0	 0	 0	

応用生物科学 886 387 499 36 16 20 40.6	 41.3	 40.1	

計 5,740 3,613 2,127 133 76 57 23.2	 21.0	 26.8	
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Ⅱ　受診動機（件）

センター 相談室員

自 発 的 90 0

Ｕ Ｐ Ｉ に よ り 11 0

教 官 に 勧 め ら れ て 7 0

そ の 他 19 0

計 127 0

Ⅲ　初回面接時の相談内容（件）

相談内容 センター 相談室員

進 路 の 悩 み 20 0

対 人 関 係 20 0

学 業 ・ 勉 強 9 0

恋 愛 ・ 性 0 0

健 康 面 の 不 安 12 0

心 理 テ ス ト 1 0

家族友人についての相談 2 0

精 神 的 な 問 題 55 0

そ の 他 8 0

計 127 0
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6 ．業務報告教職員（柳戸地区）健康管理にかかわる関係行事
月 日 業　　務　　内　　容 その他行事および業務

通
年

応急処置、医療機関受診勧奨
メンタルヘルス相談
健康相談
救急対応
採用時健康診断事後（産業医面談等）
海外派遣労働者健康診断事後（産業医面談）
人間ドック受診事後相談
麻薬取扱免許証更新のための医師面接
電離放射線健康診断受診証明書発行
復職支援のための面接指導
過重労働職員の産業医面接指導
禁煙相談

産業医職場巡視（月 1回）
衛生管理者職場巡視（週 1回）
安全衛生委員会（月 1回）
安全衛生推進委員会（月 1回）
安全推進室会議（月 1回）

4 新入職員（メンタルヘルス）研修（4/24）

5

6

7、14、21、28
13、14、15
13、14、15、20、22
13、14、15、18、19、
20、21、22

看護学生実習指導
定期健康診断、上期特殊健康診断
こころとからだの産業医相談
メンタルヘルス問診
メンタルヘルス相談（問診に基づく）

保健管理センター運営委員会（6/4）
岐阜県大学保健管理研究会（6/9）
産業医特別巡視（6/18）

7

定期健康診断事後（産業医面談等）
上期特殊健康診断事後（産業医面談等）
メンタルヘルス相談（問診に基づく）

岐阜地区保健管理担当職研究会（7/7）
保健管理センター運営委員会（7/20）
東海・北陸地方部会保健管理担当職研究会（7/25）
東海・北陸地方部会研究集会（7/26、27）
産業医特別巡視（7/30）

8
定期健康診断事後（産業医面談等）
上期特殊健康診断事後（産業医面談等）
メンタルヘルス相談（問診に基づく）

9
定期健康診断事後（産業医面談等）
上期特殊健康診断事後（産業医面談等）

平成24年度下期特殊健診打ち合わせ（9/18）
産業医特別巡視（9/14）
全国労働衛生週間（10/1～7）

10 定期健康診断事後（産業医面談等） 全国大学保健管理研究集会（10/17、18）
労働安全パトロール（10/10）

11
定期健康診断事後（産業医面談等） 平成25年度定期健康診断打ち合わせ（11/2）

東海地区保健管理担当職研究会（11/30）
産業医特別巡視（11/12）

12

10、11 下期特殊健康診断 岐阜地区保健管理担当職研究会（12/1）
保健管理センター運営委員会（12/10）
平成25年度定期健康診断打ち合わせ（12/13）
産業医特別巡視（12/18）

1 下期特殊健康診断事後（産業医面談等） 平成25年度定期健康診断打ち合わせ（1/7）
産業医特別巡視（1/31）

2
産業医特別巡視（2/1、4）
保健管理センター運営委員会（2/18）
安全衛生連絡協議会（2/26）

3
平成25年度定期健康診断打ち合わせ（3/1）
保健管理センター運営委員会（3/7）
フィジカルヘルスフォーラム（3/20、21）
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7 ．教職員健康管理室事業計画（柳戸地区）
教職員の健康管理

区　　　　　分 対　象　者 実施時期 内　　　　　容
健康
教育

新入職員研修
（メンタルヘルス）

新入職員 4月 産業医による講演

健
康
診
断
事
後
措
置

定期健康診断
事後措置

有所見者 8～11月
産業医、保健師による面談、保健指導
受診勧奨

メンタルヘルス問診に
て所見のある者および
希望者

6～ 9月 産業医による面談

特定業務従事者
健康診断事後措置

有所見者
8月～11月
1 月

産業医、保健師による面談、保健指導
受診勧奨

特殊健康診断
事後措置

有所見者およびその就
業場所

7月～11月
1 月

産業医の特別巡視
医師、保健師による面談、保健指導

採用時健康診断
事後措置

有所見者 随　時
産業医、保健師による面談、保健指導
受診勧奨

海外派遣労働者健康診断
事後措置

受診者 随　時
産業医による面談、保健指導、受診勧奨
予防接種の勧奨

そ
の
他

麻薬施用者免許申請のた
めの医師面接

麻薬取扱業務に携わる
教職員

通　年 精神科医の面談

電離放射線健康診断受診
証明書発行

電離放射線業務に携わ
る教職員

通　年 特殊健康診断結果の証明

応急処置 教職員 通　年 処置、医療機関情報の提供および紹介
健康相談 教職員 通　年 産業医による相談、医療機関情報の提供および紹介
メンタルヘルス相談 教職員 通　年 産業医による相談、医療機関情報の提供および紹介
過重労働職員に対する面
接

過重労働のあった教職
員

随　時 産業医による面談、事業主への勧告

就業支援
就業上の悩みをもつ教
職員

随　時
医師による面談、部局との連絡調整
事業主への勧告

復職支援
療養中または療養後復
職した教職員

随　時
医師による面談、部局との連絡調整
事業主への勧告

禁煙指導 教職員 通　年
禁煙についての相談
医療機関情報の提供および紹介

労働安全衛生活動
区　　　　　分 実　施　者 実施時期 内　　　　　容

委
員
会

労働安全衛生推進室会議
労働安全衛生推進委員会
労働安全衛生委員会

産業医
保健師（衛生管理者）

毎月各 1回 柳戸地区の労働安全衛生活動について討議

職
場
巡
視

産業医巡視 産業医 毎月 2回 柳戸地区の就業場所を巡視
職場巡視 保健師（衛生管理者） 毎週 1回 本部およびセンターの就業場所を巡視

産業医特別巡視 産業医 随　時

特殊健康診断にて異常所見があった場合、作業環境
測定にて第 2管理区分以下となった場合、労働災害
が起こった場合、当該就業場所を視察。労働安全衛
生上必要な指示、指導を行う
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8 ．教職員定期健康診断および特殊健康診断
1 ）教職員健康診断項目

定
期
健
康
診
断

検査項目 34歳以下
36～39歳 41歳～44歳 35歳・40歳

45歳以上
内科診察 診察、問診

○ ○ ○身体計測
身長
体重
腹囲

視力検査 遠視力

聴力検査
1000Hz、4000Hz ― ― ○
会話法 ○ ○ ―

血圧検査 座位

○ ○ ○

胸部Ｘ線撮影検査 間接撮影

尿検査
糖
蛋白
潜血

血
液
検
査

肝機能検査 AST、ALT、γ-GTP

血中脂質検査 HDLコレステロール、LDLコレ
ステロール、中性脂肪

血液一般検査
白血球数、赤血球数、血色素量、
ヘマトクリット値、血小板数、
MCV、MCH、MCHC

代謝検査 血糖値、ヘモグロビンA1c、尿酸値
感染症抗体検査 麻疹、風疹、水痘、ムンプス 産業医が指示した者（※）
肝炎ウィルス検査 HBs 抗原（精密）、HCV抗体 ― 40歳以下の希望者

心電図検査 安静時 ― ○ ○

が
ん
検
診

胃がん 上部消化管Ｘ線撮影 ― 35歳および40歳以上の希望者
前立腺がん PSA ― 50歳以上の希望者（男性）
乳がん マンモグラフィー撮影、視触診

希望者（女性）
子宮頸がん 内診、細胞診

※・・・感染症抗体検査　過去の検査にて充分な抗体価がなかった者および未検者

特
定
業
務
従
事
者
健
康
診
断

検査項目 病原体汚染業務従事者 ホルムアルデヒド取扱業務従事者 エチレンオキシド取扱業務従事者
内科診察 診察、問診

○
○ ○

身体計測
身長
体重
腹囲

視力検査 遠視力
血圧検査 座位

尿検査
糖
蛋白
潜血

肝機能検査 AST、ALT、γ-GTP
― ―

肝炎ウィルス検査
HBs 抗体（上期のみ）
HCV抗体（上期のみ） 30歳・40歳・50歳の者

特
殊
健
康
診
断

検査項目 放射線業務
従事者

有機溶剤取扱
業務従事者

特定化学物質
取扱業務従事者

林業チェーンソー
業務従事者

医師診察
診察、問診、業務歴の聴取 ○ ○ ○ ○
視診、触診（痛覚、爪圧迫、振動覚、
皮膚温） ― ― ― ○（下期）

血液検査 白血球数、白血球百分率、赤血球数、
血色素量、ヘマトクリット値 ○ ― ― ―

取扱物質ごとの検査 貧血、肝機能、尿、代謝産物、握力、
胸部Ｘ線などの各検査 ― ○ ○ ―

運動機能検査 握力検査 ― ― ― ○
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2 ）定期健康診断および特殊健康診断等受診状況（柳戸地区【医学部除く】）

一般健康診断
該当者
（ａ）人

受診者
（ｂ）人

受診率
（ｂ）/（ａ）％

※有所見者
（ｃ）人

有所見率
（ｃ）/（ｂ）％

定期健康診断
1,038

813
96.1	

417
52.5	

（人間ドック代替受診） 184 106

雇入時健康診断 37 37 100.0	 14 37.8	

海外派遣労働者健康診断 2 2 100.0	 1 50.0	

特定業務従事者健康診断（下期） 70 65 92.9	 15 23.1	

合計 1,147 1,101 96.0	 553 50.2	

がん検診
受診者
（ａ）人

※有所見者
（ｂ）人

有所見率
（ａ）/（ｂ）％

胃がん検診（X線検査）
（35歳および40歳以上の希望者） 58 5 8.6	

前立腺がん検診（PSA）
（50歳以上男性の希望者） 183 4 2.2	

子宮頸がん検診
（女性の希望者） 80 16 20.0	

乳がん検診（マンモグラフィー、視触診）
（女性の希望者） 88 19 21.6	

合計 409 44 10.8	

特殊健康診断
該当者
（ａ）人

受診者
（ｂ）人

受診率
（ｂ）/（ａ）％

※有所見者
（ｃ）人

有所見率
（ｃ）/（ｂ）％

上期

放射線業務従事者 93 89 95.7	 0 0.0	

有機溶剤取扱業務従事者 127 122 96.1	 0 0.0	

特定化学物質取扱業務従事者 62 59 95.2	 0 0.0	

林業チェーンソー業務従事者 4 4 100.0	 0 0.0	

上期合計 286 274 95.8	 0 0.0	

下期

放射線業務従事者 92 92 100.0	 0 0.0	

有機溶剤取扱業務従事者 126 117 92.9	 6 5.1	

特定化学物質取扱業務従事者 60 57 95.0	 0 0.0	

林業チェーンソー業務従事者 4 4 100.0	 0 0.0	

下期合計 282 270 95.7	 6 2.2	
※有所見者数・・・岐阜大学柳戸地区（医学部除く）産業医の指示人数
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9 ．教職員健康管理室利用状況
健康相談等による利用の状況（健診事後措置等を含まない）

（件）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

応 急 対 応 合 計 6 9 7 2 7 2 4 1 5 2 4 3 52
救　　護 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 4
応急処置 5 4 6 1 4 2 4 0 2 0 1 3 32
休　　養 0 1 0 1 2 0 0 1 1 1 3 0 10

医療機関情報提供 0 3 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 6
健 康 相 談 合 計 5 6 5 3 4 1 6 3 2 3 2 2 42
メ ン タ ル 相 談 合 計 7 6 10 9 1 2 1 3 4 4 1 3 51
健康診断証明書等発行合計※ 0 0 5 0 0 0 2 6 0 0 0 0 13
そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2

合　　　計 18 21 27 14 12 5 14 13 12 9 7 8 160
※健康診断証明書等・・・特殊健康診断証明書、RI 施設立入許可願、麻薬取扱免許申請のための健康診断書等

健診事後措置
（件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
定 期 健 康 診 断 後 面 談 1 0 4 1 29 15 20 5 0 1 0 0 76
書 面 に よ る 受 診 勧 奨 0 0 0 0 321 3 19 20 0 18 3 4 388
人 間 ド ッ ク 後 面 談 2 0 0 0 3 2 1 0 0 1 0 0 9
採用時健康診断後面談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
海外派遣労働者健康診断 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3
特 殊 健 康 診 断 後 面 談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 4
メンタルヘルス問診票に基づく面談 0 0 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 10

合　　　計 3 0 13 2 353 20 40 25 1 22 7 5 491

医療機関への紹介状の年間発行枚数
（枚）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
応 急 対 応 0 1 1 1 1 2 2 0 1 1 0 0 10
健 康 相 談 3 3 2 1 2 0 1 2 0 1 1 1 17
メ ン タ ル 相 談 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1 5
定 期 健 診 等 4 0 2 0 28 11 18 1 0 2 1 1 68

合　　　計 7 5 5 5 31 13 21 3 1 4 2 3 100

10．就業支援について
就業支援のための面談実施回数

（回）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

メ ン タ ル
休職中面談 2 6 2 3 4 2 1 2 2 1 1 0 26
復職後面談 0 3 2 0 0 2 1 1 3 2 3 5 22
病 後 面 談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

フィジカル
休職中面談 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3
復職後面談 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
傷病後面談 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 6 9

就 業 相 談 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 5
過 重 労 働 面 談 3 1 5 2 0 2 0 2 0 0 0 0 15

合　　　計 7 10 9 6 8 7 3 5 5 5 4 12 81

就業支援のための意見書発行枚数
（枚）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
就 業 意 見 書 3 1 5 1 1 4 1 3 3 3 1 6 32



Ⅲ　研究・調査報告

1 ．保健管理センタースタッフの業績
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1 ．保健管理センタースタッフの業績

1 ．研究成果の発表

著書（和文）

1）	西尾彰泰．妄想性パーソナリティ障害：「臨床精神医学」編集委員会編．臨床精神医学第40巻

増刊号	精神科・わたしの診療手順，東京：アークメディア；2012年：269－271.

2 ）	西尾彰泰．ラカン（翻訳書），東京：白水社；	2013年

原著（和文）

1）	田中生雅，佐渡忠洋，山本眞由美．大学でのメンタルヘルスに係るトラブルとリスク管理上

の課題，愛知教育大学保健環境センター紀要　2012年；11巻：35－39.

2 ）	佐渡忠洋．カール・コッホの『Der	Baumtest』翻訳史，岐阜大学心理教育相談室紀要　2012

年；11巻：149－158.

3 ）	坂本佳織，佐渡忠洋，岸本寛史．バウムテストのスポットライト分析，心理臨床学研究　2012

年；30巻（1）：41－50.

4 ）	加納亜紀，松永美紀，田中生雅，西尾彰泰，佐渡忠洋，磯村有希，臼井るり子，邦千富，榊

原愛，堀田容子，山本眞由美．唾液中ッコルチゾール濃度測定を用いた大学女性職員のスト

レス調査の試み，第50回全国大学保健管理研究集会（神戸大学）報告書　2013年 3 月：289－

291.

5 ）	磯村有希，田中生雅，西尾彰泰，佐渡忠洋，臼井るり子，邦千富，榊原愛，堀田容子，松永

美紀，加納亜紀，宮地幸雄，山本眞由美．大学生の喫煙と飲酒に関する知識と認識の実態調

査，第50回全国大学保健管理研究集会（神戸大学）報告書　2013年 3 月：383－385.

6 ）	田中生雅，三宅恵子，松井真一，松藤淑美，佐渡忠洋，磯村有希，加納亜紀，林正子，山本

眞由美．岐阜大学女性研究者支援「メンター制度」取組と課題，第50回全国大学保健管理研

究集会（神戸大学）報告書　2013年 3 月：397－399.

7 ）	佐渡忠洋，田中生雅，西尾彰泰，磯村有希，加納亜紀，臼井るり子，松永美紀，榊原愛，邦

千富，堀田容子，山本眞由美．BMI と自我強度尺度およびUPI との関連についての検討，第

50回全国大学保健管理研究集会（神戸大学）報告書　2013年 3 月：513－515.

8 ）	佐渡忠洋，松本香奈，田口多恵．バウムテストにおける再検査信頼性の見なおし，岐阜女子

大学紀要　2013年 3 月：42号，29-39.

9 ）	佐渡忠洋，田口多恵，緒賀郷志．風景構成法研究の特徴と変遷，岐阜大学教育学部研究報告	

（人文科学）　2013年 3 月，61巻 2 号，183-190.

原著（欧文）

1）	Okayasu	S,	Kitaichi	K,	Hori	A,	Suwa	T,	Horikawa	Y,	Yamamoto	M,	Takeda	J,	Itoh	Y.	The	

Evaluation	or	Risk	Factors	Associated	with	Adverse	Drug	Reactions	by	Metformin	in	Type	
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2	Diabetes	Mellitus.	Biol.	Pharm.	Bull.	35(6):933-937,	2012.06.

2 ）	Ulzii-Orshikh	L,	Hirai	 I,	Niki	M,	Nakata	A,	Yoshinaga	A,	Yamamoto	A,	Yamamoto	

M,	Toyoshima	H,	Kawakami	F,	Matsuura	N,	Yamamoto	Y.	Fecal	 carriage	 of	CTX-M	

㌼-lactamase-producing	Enterobacteriaceae	 in	nursing	homes	 in	the	Kinki	region	of	Japan.	

Infection	and	Drug	Resistance	6,	67-70,	2013.1.

3 ）	Yoshida	S,	Yoshida	M,	Yamamoto	M,	Takeda	J.	Optical	screening	of	diabetes	mellitus	using	

non-invasive	Fourier-transform	infrared	spectroscopy	technique	 for	human	 lip.	Journal	of	

Pharmaceutical	and	Biomedical	Analysis	76:169-176,	2013.3.

2 ．報告書

1 ）	山本眞由美：平成23年度第59期卒業生を祝う会：岐阜大学医学部記念会館だより	（発行；岐阜

医学研究協議会）：P30－31（平成24年 5 月）

2）	草田典子，脇昌子，山本眞由美：女性医師専門医育成・再教育（Jes	We	Can）便り：内分泌

学会雑誌　JES	NewsVol.88：P19－20（平成24年 6 月）

3）	山本眞由美：岐阜大学の敷地内全面禁煙の経験	－ 7 年を経過して－：第14回フィジカルヘル

ス・フォーラム報告書 :	P37－38（平成25年 1 月）

4）	吉川弘明，山本眞由美，足立由美，笹川寿之，塙清美，北村邦夫：大学における女子学生の

健康に関する実態と対策に関する研究：母子保健事業の効果的実施のための妊婦健診，乳幼

児健診データの利活用に関する研究（平成24年度総括・分担研究報告書）：P155－176（平成

25年 3 月）

5）	山本眞由美，吉川弘明：日本，米国，英国における大学保健管理：第50回全国大学保健管理

研究集会（神戸大学）報告書：P141－195（平成25年 3 月）

3 ．学会発表

1 ）	山本眞由美，加納亜紀，佐渡忠洋，磯村有希，田中生雅：大学生におけるインスリン抵抗性

の調査結果 - 日本人学生とアジア人留学生の比較 -：第55回日本糖尿病学会年次学術集会，東

京2012.05.17-19.

2 ）	野々山由紀子，山本眞由美，大庭志野，松井一樹，永田知里，武田純：糖尿病の診断がQOL

に与える影響について：第86回日本糖尿病学会中部地方会，名古屋2012.10.13.

3 ）	鈴木穂奈美，山本眞由美，中村光浩，大庭志野，永田知里，武田純：一般市民における耐糖

能に影響を及ぼす要因解析 - 岐阜市糖尿病実態調査から -：第86回日本糖尿病学会中部地方会，

名古屋2012.10.13.

4 ）	 Suzuki	H.	Yamamoto	M.	Nakamura	M.	Oba	S.	Nagata	C.	Takeda	J.	Factors	Affecting	Glucose	

Metabolism	in	Japanese	Subjects:	A	Community-Based	Cross-Sectional	Study	in	Gifu	City,	9th	

International	Diabetes	Federation	Western	Pacific	Region	Congress	/	4th	Scientific	Meeting	

of	the	Asian	Association	for	the	Study	of	Diabetes,	Kyoto,	2012.11.24-27.
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5 ）	Yamomato	M.	Tanaka	M.	Kanoh	A.	Sado	T.	Isomura	Y.	Screening	for	Insulin	Resistance	

and	Prediabetes	 in	University	Students:	Comparison	Between	Japanese	Students	and	

International	Students	 from	Asia,	9th	 International	Diabetes	Federation	Western	Pacific	

Region	Congress	/	4th	Scientific	Meeting	of	the	Asian	Association	for	the	Study	of	Diabetes,	

Kyoto,	2012.11.24-27.

6 ）	Nonoyama	Y.	Yamomato	M.	Oba	S.	Nagata	C.	Matsui	K.	Takeda	J.	Effect	of	a	Diabetes	

Diagnosis	on	Quality	of	Life	in	the	Japanese	Population,	9th	International	Diabetes	Federation	

Western	Pacific	Region	Congress	/	4th	Scientific	Meeting	of	the	Asian	Association	for	the	

Study	of	Diabetes,	Kyoto,	2012.11.24-27.

7 ）	山本眞由美，加納亜紀，佐渡忠洋，磯村有希，西尾彰泰，田中生雅：大学生（日本人と留学

生）における糖尿病高リスク者抽出方法の検討－インスリン抵抗性と体重変化－：第12回日

本内分泌学会東海支部学術集会，静岡2013.2.23.

4 ．研究費獲得状況

1 ）競争的資金

1 ）	研究代表者：山本眞由美；岐阜大学活性化経費（教育）：キャンパスライフの健康科学－生涯

健康のために－（全学共通教育	健康科学・スポーツ演習）；平成18－24年度；3,500千円（50：

50：50：50：50：50：50千円）

2）	研究代表者：山本眞由美，研究分担者：田中生雅；文部科学省科学研究費補助金	基盤研究

（C）：大学生の生涯健康指導必要性の科学的根拠を示す～肥満と将来の糖尿病発症の関係から

～；平成21－25年度；4,790千円（1,430：1,170：520：1,170：500）

3 ）	研究代表者：田中生雅，研究分担者：山本眞由美，佐渡忠洋，塩入俊樹；文部科学省科学研

究費補助金	基盤研究（Ｃ）：大学生のセルフメディケーション及び補完代替医療の利用実態と

コストパフォーマンス；平成22－24年度；5,080千円（2,540：700：1,840）

4 ）	研究代表者：武田純，研究分担者：堀川幸男，山本眞由美，山縣和也（熊本大学），今川彰久

（大阪大学）；厚生労働省科学研究費補助金	難治性疾患克服研究事業：MODY1-6の病態調査と

識別的診断基準の策定；平成23－24年度；22,100千円（13,000：9,100）

5 ）	研究代表者：山縣然太朗（山梨大学），研究分担者：山本眞由美；厚生労働科学研究費補助金	

成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業：母子保健事業の効果的実施のための妊婦健診，乳

幼児健診データの利活用に関する研究；平成24年度；17,000千円

6）	研究代表者：佐渡忠洋；日本学術振興会科学研究費補助金	若手研究（B）：日本におけるロー

ルシャッハ法の輸入過程と発展過程の検討；	平成23－25年度；2,080千円（1,600：480千円）	

7 ）	研究代表者：佐渡忠洋；International	Visitor	Leadership	Program	(United	States	Department	

of	State)：Enriching	Higher	Education	in	Japan；2012年 9 月 2－22日；7,000	US ドル
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5 ．学会活動

1 ）学会役員

山本眞由美：

1）	全国大学保健管理協会理事（～現在）

2）	全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会幹事（～現在）

3）	国立大学法人保健管理施設協議会国際交流特別委員会委員長（～現在）

4）	国立大学法人保健管理施設協議会禁煙対策の推進に関する特別委員会委員（～現在）

5）	国立大学法人保健管理施設協議会食と心身の健康に関する調査研究班委員（～現在）

6）	日本内科学会東海地方会評議員（～現在）

7）	日本糖尿病学会学術評議員（～現在）

8）	日本内分泌学会評議員（～現在）

9）	日本内分泌学会女性医師専門医育成・再教育委員会委員（～現在）

10）	日本臨床栄養学会評議員（～現在）

11）	日本病態栄養学会学術評議員（～現在）

12）	日本油化学会代議員（～現在）

13）	日本油化学会東海支部常任幹事（～現在）

14）	第50回全国大学保健管理研究集会運営委員会委員（平成24年）

佐渡忠洋：

1）	日本臨床心理身体運動学会研修委員（～現在）

2 ）学術雑誌

山本眞由美：

1）	 Internal	Medicine;	Reviewer（～現在）

2）	学校保健研究：査読者（～現在）

3）	Campus	Health：査読者（～現在）

6 ．学会招待講演，招待シンポジスト，座長

山本眞由美：

1）	American	College	Health	Association	2012	ANNUAL	MEETING	(2012.06,	Chicago,	U.S.A.,	

Student	Health	Care	on	Campuses	in	Japan:	The	Approach	to	Care	for	the	Japanese	College	

Student;	Special	Session	Main	Speaker)

2 ）	 Student	Health	Association	64th	Annual	Conference	 (2012.07,	York,	U.K.,	 Introduction	of	

Japan	University	Health	Association	(JUHA);	Invited	lecture	Main	Speaker)

3 ）	第50回全国大学保健管理研究集会	（平成24年10月，神戸，国際シンポジウム「日本，米国，英

国における大学保健管理」司会）
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4 ）	第12回日本内分泌学会東海支部学術集会（平成25年 2 月，静岡，女性会員が企画するセミナー

「JES	We	Can	Tokai	企画セッション」座長）

5）	第15回フィジカルヘルス・フォーラム（平成25年 3 月，岡山，健康危機管理「大学への期待」

座長）

7 ．講演

山本眞由美：

1）	「症例検討 5」日本静脈経腸栄養学会	TNT岐阜研修会，岐阜2012.5.

2 ）	「糖尿病治療薬の進歩と栄養指導のあり方」岐阜県栄養士会	平成24年度生涯学習研修会，岐阜

2012.07.

3 ）	「糖尿病患者の教育－療養指導の評価」日本糖尿病療養指導士認定機構	第13回受験者用講習

会，名古屋2012.10.

4 ）	「糖尿病の発病や進行をくいとめるためには」幻想のブルーライトアップ in 飛騨高山	世界糖

尿病デー	講演会・相談会，高山2012.11.

5 ）	「糖尿病治療薬の併用療法等について」岐阜県社会保険診療報酬請求書審査委員会学術講演

会，岐阜2013.03.

8 ．社会活動

山本眞由美：

1）	岐阜県大学保健管理研究会会長（～現在）

2）	岐阜県医師会糖尿病対策委員会委員長（～現在）

3）	岐阜県医師会男女共同参画委員会委員（～現在）

4）	岐阜県糖尿病対策推進協議会幹事（～平成24年度）

5）	岐阜医学研究協議会	専務理事（～現在）

6）	岐阜県糖尿病対策推進協議会	世界糖尿病デー記念事業「糖尿病県民セミナー」ワーキンググ

ループ委員（～現在）

7）	岐阜県医師会	大学医師会代議員（～現在）

8）	日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員（～現在）

9）	学校法人誠広学園評議員（～現在）

10）	岐阜県食育推進会議委員（～現在）

11）	平成24年度岐阜県食育推進会議（2012.08.03.）

12）	岐阜大学医学部同窓会庶務担当理事（～現在）

佐渡忠洋：

1）	岐阜県スクールカウンセラー
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山本眞由美，西尾彰泰，加納亜紀：

1）	岐阜大学柳戸地区事業場産業医

9 ．報道

1 ）	山本眞由美：岐阜大の取り組みを視察－英，米国の大学保健管理協会長－：岐阜新聞（2012

年10月17日）

2）	山本眞由美：岐阜大のメンタルサポート施設視察：中日新聞（2012年10月20日）

3）	山本眞由美：岐阜大の保健管理の取組を視察－米・英大学保健管理協会長が訪問：文教速報

（2012年11月16日）

4）	山本眞由美：岐阜大学の保健管理の取り組み－米英両国の大学保健管理協会長が視察－：文

教ニュース（2012年11月19日）

5）	佐渡忠洋：こころの変容を深く理解：岐阜新聞（2013年 2 月26日）



Ⅳ　教育・広報活動

1 ．保健管理センター利用案内

2 ．保健管理センターニュース刊行
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1 ．保健管理センター利用案内
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2 ．保健管理センターニュース刊行
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Ⅴ　保健管理センター規則等

1 ．岐阜大学保健管理センター規程

2 ．岐阜大学保健管理センター運営委員会細則

3 ．岐阜大学保健管理センター学生相談室細則

4 ．岐阜大学保健管理センター長及び教育職員選考細則

5 ．岐阜大学健康管理機構略図

6 ．保健管理センター　学生相談室員・学校医・非常勤講師
　　　　　　　　　　　（平成24年度）

7 ．保健管理センター　運営委員会（平成24年度）

8 ．保健管理センター　職員

9 ．保健管理センター　位置図
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Ⅴ　保健管理センター規則等
1 ．岐阜大学保健管理センター規程

平成19年10月 1 日　

規程第167号　

　（趣　旨）

第 1条　この規程は、岐阜大学学則第11条第 2項及び国立大学法人岐阜大学運営組織規則第 9条の規

定に基づき、保健管理センター（以下「センター」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

　（目　的）

第 2条　センターは、国立大学法人岐阜大学（以下「本学」という。）における学生及び職員の心身の

健康の保持増進を図ることを目的とする。

　（業　務）

第 3条　センターは、次の各号に掲げる業務を行う。

　一　学内の保健計画の立案について指導援助すること。

　二　定期及び臨時の健康診断の業務を行うこと。

　三　健康相談に応ずること。

　四　救急処置を行うこと。

　五　健康診断の事後措置等健康の保持増進について必要な指導を行うこと。

　六　学内の環境衛生及び伝染病予防について指導援助すること。

　七　保健管理の充実向上のための調査・研究を行うこと。

　八　その他健康の保持増進について必要な専門的業務を行うこと。

　（組　織）

第 4条　センターに次の職員を置く。

　一　センター長

　二　専任の教育職員

　三　医療系職員

　四　その他の職員

　（分　室）

第 5条　センターには、必要に応じ分室を置くことができる。

2　分室に関し必要な事項は、別に定める。

　（学生相談室）

第 6条　センターに、学生のカウンセリングを行うため、学生相談室を置く。

2　学生相談室に関し必要な事項は、別に定める。

　（運営委員会）

第 7条　センターに保健管理センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

2　運営委員会に関し必要な事項は、別に定める。
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　（センター長等の選考）

第 8条　センター長候補者は、本学の専任の教授のうちから、運営委員会において選考し、学長に推

薦する。

2　前項に定めるもののほかセンター長及びセンターの専任の教育職員の選考については、別に定める。

　（庶　務）

第 9条　センターに関する庶務は、学務部学生支援課において処理する。

　（雑　則）

第10条　この規程に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は別に定める。

　附　則

この規程は、平成19年10月 1 日から施行する。

　附　則

この規程は、平成21年 5 月 1 日から施行する。

　附　則

この規程は、平成22年 1 月 1 日から施行する。

　附　則

この規程は、平成22年 4 月 1 日から施行する。

2 ．岐阜大学保健管理センター運営委員会細則
平成19年10月 1 日

細則第160号

　（趣　旨）

第 1条　この細則は、岐阜大学保健管理センター規程第 7条第 2項の規定に基づき、保健管理センター

（以下「センター」という。）の運営委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるも

のとする。

　（審議事項）

第 2条　委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

　一　保健管理の基本方針に関すること。

　二　環境衛生の維持改善に関すること。

　三　センター長及びセンターの専任の教育職員の選考に関すること。

　四　センターの教育又は研究に関する重要事項

　五　センターの予算及び決算に関すること。

　六　センターの業務計画に関すること。

　七　その他保健管理及びセンターの管理運営に関する重要事項

2　前項第 3号について審議する場合には、次条第 1項第 6号及び第 7号に規定する委員を除くもの

とする。
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　（組　織）

第 3条　委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

　一　センター長

　二　担当理事

　三　センターの専任の教育職員

　四　各学部（医学部を除く。）から選出された教育職員　各 1人

　五　医学系研究科・医学部から選出された教育職員　 1人

　六　総務部長及び学務部長

　七　その他委員会が必要と認める者

2　前項第 7号に規定する委員には、外部有識者を含めることができる。

3　第 1項第 4号、第 5号及び第 7号に規定する委員は、学長が委嘱する。

　（任　期）

第 4条　前条第 1項第 4号、第 5号及び第 7号に規定する委員の任期は、1年とし、再任を妨げない。

ただし、委員に欠員が生じたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（委員長）

第 5条　委員会に委員長を置く。

2　委員長は、センター長をもって充てる。

3　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

4　委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

　（会　議）

第 6条　委員会は、委員の 3分の 2以上の出席をもって成立する。

2　議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

ただし、第 2条第 1項第 3号に掲げる事項については、出席委員の 3分の 2以上の同意をもって決

するものとする。

　（委員以外の者の出席）

第 7条　委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求めて、その意見を聴くことができる。

　（庶　務）

第 8条　委員会の庶務は、学務部学生支援課において処理する。

　（雑　則）

第 9条　この細則に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は別に定める。

　附　則

1　この細則は、平成19年10月 1 日から施行する。

2　岐阜大学保健管理センター運営委員会規則（平成16年岐阜大学規則第176号）は , 廃止する。

　附　則

この細則は、平成21年 5 月 1 日から施行する。
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　附　則

この細則は、平成22年 1 月 1 日から施行する。

　附　則

この細則は、平成22年 4 月 1 日から施行する。

3 ．岐阜大学保健管理センター学生相談室細則
平成19年10月 1 日

細則第162号

　（趣　旨）

第 1条　この細則は、岐阜大学保健管理センター規程第 6条第 2項の規定に基づき、保健管理センター

学生相談室（以下「学生相談室」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

　（業　務）

第 2条　学生相談室は、次の各号に掲げる業務を行う。

　一　心身の悩みに関する個人相談に応ずること。

　二　相談・助言及び指導に必要な資料を備えること。

　三　相談・助言及び指導の調査、研究を行うこと。

　（組　織）

第 3条　学生相談室に次の職員を置く。

　一　室長

　二　学生相談室員

2　室長は、保健管理センター長（以下「センター長」という。）をもって充てる。

3　学生相談室員は、保健管理センターの専任の教育系職員及びセンター長が推薦する者をもって充

てる。

4　前項に規定するセンター長が推薦する学生相談室員は、学長が委嘱する。

　（秘密の厳守）

第 4条　相談内容については、秘密を厳守する。

　（学生相談室会議）

第 5条　室長は、相談・助言及び指導に関し必要なときは、学生相談室員を招集し、学生相談室会議

を主宰することができる。

2　室長は、学生相談室会議の議長となる。

3　室長に事故があるときは、室長があらかじめ指名する者が議長を代理する。

4　室長が必要と認めるときは、学生相談室会議に学生相談室員以外の者の出席を求めて、その意見

を聴くことができる。

　（庶　務）

第 6条　学生相談室の庶務は、学務部学生支援課において処理する。
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　附　則

1　この細則は、平成19年10月1日から施行する。

2　岐阜大学保健管理センター学生相談室細則（平成16年岐阜大学細則第178号）は , 廃止する。

4 ．岐阜大学保健管理センター長及び教育職員選考細則
平成19年10月 1 日

細則第161号

　（趣　旨）

第 1条　この細則は、岐阜大学保健管理センター規程第8条の規定に基づき、保健管理センター長（以

下「センター長」という。）及び教育職員の選考に関し必要な事項を定めるものとする。

　（センター長候補者の選考）

第 2条　センター長候補者の選考は、次の各号のいずれかに該当する場合に行う。

　一　センター長の任期が満了するとき。

　二　センター長が辞任を申し出たとき。

　三　センター長が欠員となったとき。

2　センター長候補者の選考は、前項第 1号の場合においては、任期満了の 1月以前に、前項第 2号

又は第 3号の場合においては、事実が生じたとき速やかに行うものとする。

　（センター長の任期）

第 3条　センター長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。ただし、引き続き 4年を超えて在任する

ことはできない。

　（教育職員の選考）

第 4条　保健管理センターの教育職員となることのできる者の資格については、国立大学法人岐阜大

学職員採用規程の定めるところによる。

2　前項に規定する教育職員の任命は、岐阜大学保健管理センター運営委員会の議を経て、学長が行う。

　（雑　則）

第 5条　この細則に定めるもののほか、センター長及び教育職員の選考に関し必要な事項は別に定める。

　附　則

1　この細則は、平成19年10月 1 日から施行する。

2　岐阜大学保健管理センター長及び教育職員選考規則（平成16年岐阜大学規則第177号）は , 廃止する。

　附　則

この細則は、平成22年 1 月 1 日から施行する。

　附　則

この細則は、平成22年 4 月 1 日から施行する。
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5 ．岐阜大学健康管理機構略図

6 ．保健管理センター　学生相談室員・学校医・非常勤講師（平成24年度）

平成24年度　学生相談室員一覧

部　　　局 氏　　名

保健管理センター

山　本　眞由美 内科学（内分泌・代謝）
田 中 生 雅 精神神経科学（ 8月まで）
西 尾 彰 泰 精神神経科学（11月から）
浅 田 修 市 放射線科学
加 納 亜 紀 内科学（循環器）
佐 渡 忠 洋 臨床心理学
宮 地 幸 雄 臨床心理学
磯 村 有 希 臨床心理学

教 育 学 部

須 本 良 夫 社会科教育（哲学）
熊 谷 佳 代 保健体育（運動学）
橘　　　良　治 教職大学院（教育心理学）
鈴　木　　　壯 学校教育（臨床心理学）
緒 賀 郷 志 学校教育（臨床心理学）

地 域 科 学 部
橋　本　永貢子 地域文化学
土 岐 邦 彦 地域文化学科地域構造学

医学系研究科・
医 学 部
附 属 病 院

西　本　　　裕 成人・老年看護学
深　尾　　　琢 精神病理学
青 木 隆 明 整形外科学
青 山 琢 磨 内科学（循環器）

工 学 部
服 部 敏 雄 機械工学
小 林 孝 子 情報工学

応用生物科学部
柳 瀬 笑 子 分子生命科学
松 山 勇 人 応用生物科学・獣医学

学長

大 学 本 部

人材開発部職員育成課

学務部学生支援課

（職員の健康管理）

（学生の健康管理）

学 部

保健管理センター運営委員会

保健管理センター

定期・臨時健康診断
救 急 処 置
身体面の健康相談
精神面の健康相談
健康診断の事後措置
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平成24年度　学校医・非常勤講師

氏　　名 所　　　　　属

高 田 信 幸 平野総合病院　院長

小 島 敏 弘 こじま内科クリニック院長

尾 関 茂 彦 おぜきクリニック院長

佐　藤　まゆみ さとう内科クリニック院長

野 田 宜 輝 のだ医院院長

足　立　佳代子 いなば内科院長

三 輪 佳 行 MIWA内科胃腸科クリニック院長

立　山　健一郎 立山クリニック院長

河 田 智 男 河田医院院長

石 黒 源 之 石黒クリニック院長

皆 川 太 郎 みながわ内科循環器科クリニック院長

黒 川 淳 一 東海学院大学特任准教授

奥　村　　　歩 おくむらクリニック院長

奥 村 三 恵 おくむらクリニック

山 本 啓 二 やまもと整形外科院長

加 納 克 徳 加納内科リウマチ科・糖尿病内科クリニック院長

宮 地 幸 雄 岐阜カウンセリング研究所所長

西 本 博 文 西本整形外科

田 中 生 雅 愛知教育大学保健環境センター教授

柴 田 敏 之 大学院医学系研究科口腔病態学

牧 田 浩 樹 大学院医学系研究科口腔病態学

加 藤 恵 三 医学部付属病院歯科口腔外科

畠　山　大二郎 大学院医学系研究科口腔病態学

米 本 和 弘 医学部付属病院歯科口腔外科

玉 置 也 剛 医学部付属病院歯科口腔外科

川 口 知 子 医学部付属病院歯科口腔外科

飯 田 一 規 医学部付属病院歯科口腔外科

後 藤 憂 子 医学部付属病院歯科口腔外科
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7 ．保健管理センター　運営委員会（平成24年度）

所　　　　属 氏　　　名
委員長 保 健 管 理 セ ン タ ー 長 山　本　眞由美
委　員 担当理事（教学・附属学校担当） 岡　野　幸　雄

保健管理センター専任の教育系職員 田　中　生　雅
（ 8月まで）

〃 西　尾　彰　泰
（11月から）

〃 浅　田　修　市
〃 加　納　亜　紀
〃 佐　渡　忠　洋

教 育 学 部 熊　谷　佳　代
地 域 科 学 部 近　藤　眞　庸
医 学 系 研 究 科 ・ 医 学 部 西　本　　　裕
工 学 部 林　　　浩　司
応 用 生 物 科 学 部 矢　部　富　雄

人 材 開 発 部 長

坪　内　孝　治
（12月まで）
殿　崎　雅　弘
（25. 1 月から）

学 務 部 長 奥　野　芳　明

8 ．保健管理センター　職員
	 教 授	 内科	 山　本　眞由美
	 准 教 授	 精神神経科	 田　中　生　雅（ 8月まで）
	 　　　　〃	 精神神経科	 西　尾　彰　泰（11月から）
	 助 教	 放射線科	 浅　田　修　市
	 　　　　〃	 内科	 加　納　亜　紀
	 　　　　〃	 臨床心理士	 佐　渡　忠　洋
	 保 健 師	 	 臼　井　るり子
	 　　　　〃	 	 高　井　郁　恵（平成24年 1 月～産休）
	 　　　　〃	 	 松　永　美　紀
	 　　　　〃	 	 榊　原　　　愛（平成24年 1 月より）
	 技 術 補 佐 員	 看護師	 邦　　　千　富
	 　　　　〃	 保健師	 堀　田　容　子
	 　　　　〃	 管理栄養士	 大　島　由美子
	 臨 床 心 理 士	 	 宮　地　幸　雄（非常勤講師）
	 　　　　〃	 	 磯　村　有　希（非常勤）

保健管理センター事務担当課（学務部教務・学生支援課）

	 学務部・学生支援課長	 上　田　雅　子
	 学務部・教 務 課 長	 中　島　英　雄
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